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○議事日程〔 第１号 〕 

 ３月１０日（火曜日）午前１０時 開会 

 ※開会宣告 

※開議宣告 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  議会運営委員会委員の選任 

日程第４  常任委員会委員の選任 

日程第５  閉会中の継続調査・審査の申し出につ 

      いて 

日程第６  第１号議案から第３３号議案まで並び 

      に報第１号から報第３号まで上程 

       提案理由説明 

       ○第１３号議案 

       （質疑・討論・表決） 

       ○第１号議案から第１２号議案まで 

        及び第１４号議案から第３３号議 

        案まで並びに報第１号から報第３ 

        号まで 

       質  疑 

        委員会付託 

        ［ただし、第１号議案並びに報第１   

                号から報第３号までを除く］ 

日程第７  予算審査特別委員会の設置及び委員選 

      任［委員会付託］ 

追加日程第１ 議長辞職の件 

追加日程第２ 議長の選挙 

追加日程第３ 副議長辞職の件 

追加日程第４ 副議長の選挙 

  

○本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ    

  

○出席議員（２２名） 

１ 番  近 藤 紀 男 
２ 番  成 重 博 文 
３ 番  安 達   隆 
４ 番  尾 上 真 一 
５ 番  山 田 秀 夫 
６ 番  松 本 博 彰 
７ 番  中山田 健 晴 
８ 番  河 野  徳 久 
９ 番  明 石 光 子 

 
 
１０ 番  土 谷   力 

１１ 番  村 上 和 人 
１２ 番  鴛 海 政 幸 
１３ 番  後 藤 龍太郎 
１４ 番  安 東 正 洋 
１５ 番  北 崎 安 行 
１６ 番  川 原 直 記 
１７ 番  河 野  正 春 
１８ 番  山 本 博 文 
１９ 番  菅   健 雄 
２０  番  堂 園 慶 吾 
２１ 番  徳 永   浄 
２２ 番  大 石 忠 昭 

 
○欠席議員（０名） 

 

○職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長  増 田 正 義 

議 事 係 長  清 水 栄 二 

書    記  安 藤 雅 俊 

書    記  近 藤 浩 二 
 

○説明のため議場に出席した者の職氏名 

市     長  永 松 博 文 

副  市  長  都 甲 昌 叡 

会計管理者兼市参事兼会計課長 

    尾 形 雄 治 

市参事兼総務課長  佐 藤 良 雄 

市参事兼真玉市民センター長 

 山 田 泰 憲 

市参事兼香々地市民センター長 

 安 東 洋 義 
市参事兼環境課長  水 江 義 和 
市参事兼消防長  福 光 博 文 
企 画 情 報 課 長  中 嶋 栄 治 

財 政 課 長    野 村 信 隆 
税 務 課 長  尾 造 正 直 
市 民 課 長  河 野 英 男 
保 険 年 金 課 長  南 松 豊 久 
子育て・健康推進課長 岩 永 澄 雄 
商 工 観 光 課 長  桑 原 茂 彦 
農 林 振 興 課 長   井 上 晃 一 
建  設  課  長  河 野 義 雄 
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水 道 課 長  甲 斐 好 信 
水産・地域産業課長  板 井 俊 作 
中央公民館長兼図書館長 岩 田 好 美 
人権・同和対策課参事兼隣保館長兼児童館長 
    安 藤 保 廣 
行 政 管 理 係 長  小 野 政 文 

  総 務 課 専門員  岩 本   力 
  総 務 課 主 査  近 藤   毅 
   
教育庁 
教  育  長  河 野   潔 
総 務 課 長  奥 田 秀 穂 
学 校 教 育 課 長  早 田 義司郎  

 

○議長（中山田健晴君） おはようございます。 

ただ今の出席議員は２２名で、議員全員の出席で

あります。よって、平成２１年第１回豊後高田市議

会定例会は成立いたしましたので、開会いたします。 

この際諸般の報告をいたします。 

お手元に配付いたしました事務報告書のとおりで

ありますので、ご了承願います。 

○議長（中山田健晴君） これより本日の会議を開

きます。 

市長ほか関係者の出席を求めましたので、ご了承

願います。 

○議長（中山田健晴君） 日程第１、会議録署名議

員の指名を行います。会議録署名議員に２１番徳永 

浄君及び２２番大石忠昭君を指名いたします。 

○議長（中山田健晴君） 日程第２、会期の決定を

議題といたします。 

おはかりいたします。 

今期定例会の会期は、本日から３月１９日までの

１０日間といたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、今期定例会の会期は本日から３月１９日

までの１０日間と決定いたしました。 

なお、会期中の会議予定は、お手元に配付してあ

ります会議予定表のとおりであります。 

○議長（中山田健晴君） 日程第３、議会運営委員

会委員の選任を行います。 

 議会運営委員会委員の任期は、本日をもって満了

となります。 

 したがって、新たに議会運営委員会委員を選任い

たしたいと思います。 

 議会運営委員会委員は、委員会条例第７条第１項

の規定により、議長が会議に諮って指名することに

なっております。 

 おはかりいたします。 

 選任の方法は、指名推選の方法を用いることとし、

指名の方法は、先例により正副議長で協議し、議長

が指名することにいたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、選任の方法は、指名推選の方法を用いる

こととし、指名の方法は、先例により正副議長で協

議し、議長が指名することに決しました。 

 協議のためしばらく休憩いたします。 

     午前１０時０３分 休憩 

     午前１０時０４分 再開 

○議長（中山田健晴君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 議会運営委員会委員を指名いたしますので、事務

局長に発表させます。 

 事務局長。 

○事務局長（増田正義君） それでは議会運営委員

会委員の氏名を朗読いたします。 

 １番近藤紀男議員、６番松本博彰議員、９番明石

光子議員、１１番村上和人議員、１５番北崎安行議

員、１７番河野正春議員、１９番菅 健雄議員。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） おはかりいたします。 

 ただ今の諸君を議会運営委員会委員に指名するこ

とにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、ただ今指名いたしました諸君を議会運営

委員会委員に選任することに決しました。 

 議会運営委員会委員の方々には、休憩中に議会運

営委員会を開いて、正副委員長の互選を行い、その

結果を報告願います。 

 なお、会場については、委員会室にてお願いしま

す。 

 しばらく休憩いたします。 

     午前１０時０６分 休憩 

     午前１０時１４分 再開 

○議長（中山田健晴君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 
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 議会運営委員会の正副委員長の互選の結果につい

て、報告がありましたので発表いたします。 

 委員長に１７番河野正春君、副委員長に１番近藤

紀男君。 

 以上のとおりであります。 

○議長（中山田健晴君） 日程第４、常任委員会委

員の選任を行います。 

 常任委員会委員の任期は、本日をもって満了とな

ります。 

 したがって、新たに常任委員会委員を選任いたし

たいと思います。 

 常任委員会委員は、委員会条例第７条第１項の規

定により、議長が会議に諮って指名することになっ

ております。 

 おはかりいたします。 

 選任の方法は、指名推選の方法を用いることとし、

指名の方法は、先例により正副議長及び正副議会運

営委員長で協議し、議長が指名することにいたした

いと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、選任の方法は、指名推選の方法を用いる

こととし、指名の方法は、先例により正副議長及び

正副議会運営委員長で協議し、議長が指名すること

に決しました。 

 協議のためしばらく休憩いたします。 

     午前１０時１６分 休憩 

     午前１０時２０分 再開 

○議長（中山田健晴君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 常任委員会委員を指名いたしますので、事務局長

に発表させます。 

 事務局長。 

○事務局長（増田正義君） それでは常任委員会委

員の氏名を朗読いたします。 

 総務委員会委員 

 ５番山田秀夫議員、１０番土谷 力議員、１１番

村上和人議員、１２番鴛海政幸議員、１７番河野正

春議員、１９番菅 健雄議員、２０番堂園慶吾議員、

２２番大石忠昭議員。 

 社会文教委員会委員 

 １番近藤紀男議員、２番成重博文議員、３番安達 

隆議員、８番河野徳久議員、１３番後藤龍太郎議員、

１４番安東正洋議員、２１番徳永 浄議員。 

 産業建設委員会委員 

 ４番尾上真一議員、６番松本博彰議員、７番中山

田健晴議員、９番明石光子議員、１５番北崎安行議

員、１６番川原直記議員、１８番山本博文議員。 

 以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） おはかりいたします。 

 ただ今の諸君をそれぞれ常任委員会委員に指名す

ることにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、ただ今指名いたしました諸君をそれぞれ

常任委員会委員に選任することに決しました。 

 各常任委員会委員の方々には、休憩中に常任委員

会を開いて、正副委員長の互選を行い、その結果を

報告願います。 

 なお、会場については、総務委員会を議員控室（大）、

社会文教委員会を控室（小）、及び産業建設委員会を

委員会室にてお願いします。 

 しばらく休憩いたします。 

     午前１０時２２分 休憩 

     午前１０時４０分 再開 

○議長（中山田健晴君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 各常任委員会の正副委員長の互選の結果について、

報告ありましたので発表いたします。 

 総務委員長に２０番堂園慶吾君、同副委員長に１

０番土谷 力君。 

 社会文教委員長に３番安達 隆君、同副委員長に

２番成重博文君。 

 産業建設委員長に４番尾上真一君、同副委員長に

１８番山本博文君。 

 以上のとおりであります。 

○議長（中山田健晴君） 日程第５、閉会中の継続

調査、審査の申し出についてを議題といたします。 

 議会運営委員長から、次期定例会の会期等の議会

運営に関する事項などの調査について、継続審査し

たい旨の申し出及び各常任委員長から所管事項につ

いて、閉会中に行政視察、調査等を実施したい旨の

申し出がそれぞれ提出され、議長においてこれを受

理しました。 

 おはかりいたします。 

 議会運営委員長の申し出のとおり、次期定例会の

会期等の議会運営に関する事項などの調査及び各委

員長の申し出のとおり、閉会中に行政視察等を行う

ことについては、委員の任期中において閉会中の継
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続審査とすることにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議会運営委員長の申し出のとおり、次期

定例会の会期等の議会運営に関する事項などの調査

及び各委員長の申し出のとおり、閉会中に行政視察

等を行うことについては、委員の任期中において閉

会中の継続審査とすることに決しました。 

○議長（中山田健晴君） 日程第６、第１号議案か

ら第３３号議案まで並びに報第１号から報第３号ま

でを一括議題といたします。 

○議長（中山田健晴君） 提案理由の説明を求めま

す。 

 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君） 本日ここに第１回定例会を

招集いたしましたところ、議員各位にはご多忙中に

もかかわりませず、ご出席くださいまして誠にあり

がとうございます。 

それでは諸般の報告を申し上げます。 

まず、第５１回県内一周大分合同駅伝競走大会に

ついてでございます。本市のチームは総合で第１１

位となり、何とかＢ部を死守することができました

ので喜んでいるところでございます。しかしながら、

昨年の成績から順位を下げる結果となりましたので、

来年の活躍を期待しているところでございます。 

その一方で先般、同大会の応援大賞が発表され、

３７団体中、高田中学校が見事にその栄冠に輝きま

した。 

次に、農業表彰についてでございます。まず、平

成２０年度全国優良担い手表彰において農林水産省

経営局長賞を、仲井貞一（なかい ていいち）氏が

受賞されました。これは、白ねぎ経営を先進的かつ

企業的にされていることが評価されたものでござい

ます。また、第４０回大分県農業賞特別賞を、県農

協くにさき西部地域本部花き部会スイートピー分会

が受賞されました。これは、会の結束力ときめ細や

かな指導による高値販売などが評価されたものでご

ざいます。これらの受賞は、市にとっても非常に名

誉なことであり、農業振興のため今後もご活躍され

ますよう期待しているところでございます。 

次に、立地企業についてでございます。株式会社

ＴＲＩ大分ＡＥの工場第３棟が竣工いたしました。

市にとって大変ありがたいことだと思います。しか

しながら、昨今の不況の中のことでありますので、

何とかこれを乗り切っていただきたいと、念願して

いるところでございます。 

次に、雇用・経済対策についてでございます。昨

年１２月に豊後高田市緊急雇用等総合対策本部を設

置し、中小企業者や雇用調整の影響を受けた非正規

労働者等について、総合的な対策を講じているとこ

ろでございます。具体的に申し上げますと、中小企

業者に対しましては、セーフティネット保証制度の

整備や、経営合理化資金貸付限度額の拡充や信用保

証料補助率の暫定的拡充など貸付制度の充実を行い、

また、離職者に対しましては、雇用相談、居住相談

の窓口を開設しているところでございます。また、

国の経済対策の実施に伴う定額給付金等の補正予算

の計上につきましては、議長に先議をお願いいたし

たところでございまして、４月上旬の支給開始を目

指し、作業を進めてまいりたいと考えているところ

でございます。 

次に、産業及び観光振興についてでございます。

中心市街地活性化基本計画の主要事業であります桂

橋道路改築事業が、いよいよ本格的にスタートいた

しました。本市の中心市街地は、桂川で二分されて

おり、西側の６商店街ではかつてのにぎわいを取り

戻したところでございますが、東側の２商店街は依

然として人通りが少なく低迷している状況でござい

ます。また、現在の桂橋は、昭和２５年に整備した

ものでございまして、老朽化が進んでおります。し

たがいまして、このたび国のまちづくり交付金を活

用し、中心市街地の活性化と、安全性及び市民の生

活利便性の向上を目指し、昭和の町にマッチした橋

として架替えを進めているところでございます。 

次に、環境問題についてでございます。先般、地

球温暖化の防止と循環型社会の構築に向け、レジ袋

を削減するため、事業者、消費者団体、行政関係の

３者により「大分県におけるレジ袋削減に向けた取

組に関する協定」を締結いたしました。この協定に

は県内の食品スーパーの９割にあたる店舗が参加し

ていただいていることから、大変大きな効果を期待

しているところでございます。市といたしましては、

これまで先進的に取り組んでまいりましたマイバッ

グ運動を、今後も推進してまいりたいと思います。 

次に、田染荘の取り組みについてでございます。

中世の原風景が残る田染小崎地区について、国の重

要文化的景観として選定を受けるため、有識者等で

構成する「田染荘文化的景観保存調査委員会」で今

日まで行ってきた調査結果などをまとめています。

市といたしましては、平成２１年度中に申請したい
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ため、同委員会において新年度の早い時期に調査結

果をまとめるよう進めているところでございます。

また、新年度に必要な計画策定などに係る経費につ

きまして、当初予算に計上いたしておりますので、

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

それでは、本定例会に提案いたしました議案につ

きまして、その大要をご説明申し上げます。 

初めに、予算関係の議案についてでございます。 

第１号議案は、平成２１年度豊後高田市一般会計

予算についてでございます。 

歳入歳出予算総額は１１７億３，２６６万９，０

００円で、前年度当初予算対比では１２．１パーセ

ントの減になります。 

平成２１年度予算は、年度当初に市長選挙が行わ

れるため、基本的には政策的経費を計上せず、経常

的経費を中心とした骨格予算として編成を行ってい

ます。 

しかしながら、現下の経済情勢等を踏まえ、緊急

雇用創出事業費及びふるさと雇用再生特別交付金事

業費につきましては、今回予算計上しております。 

また、平成２１年度は「豊後高田市行政改革大綱

及び実施計画」の計画期間の最終年度にあたること

から、これまで同様、行財政改革の目標を確実に達

成し、将来にわたって持続可能な財政運営を確立す

るよう目指しております。 

 それではまず、歳入の概要についてご説明いたし

ます。市税につきましては２０億２，３２２万５，

０００円で、前年度当初予算対比では１．１パーセ

ントの増となります。 

 地方交付税につきましては５８億７，９２４万８，

０００円で、前年度当初予算対比では１．７パーセ

ントの減となります。 

国庫支出金につきましては８億２，７９０万９，

０００円で、前年度当初予算対比では１５．７パー

セントの減となります。 

県支出金につきましては９億３，２４１万５，０

００円で、前年度当初予算対比では５．８パーセン

トの減となります。 

繰入金につきましては１，４０４万２，０００円

で、前年度当初予算対比では９８．３パーセントの

減となります。 

市債につきましては９億７，５６０万円で、前年

度当初予算対比では３５．３パーセントの減となり

ますが、臨時財政対策債は５億４，８６０万円で、

前年度当初予算対比では３８．９パーセントの増と

なっています。 

 次に、歳出の概要についてでございます。 

総務費につきましては、職員の定年退職による退

職手当、国民体育大会に要する経費、地域総合整備

資金貸付金等が減少したことなどによりまして、前

年度当初予算対比で３３．９パーセントの減となっ

ています。 

民生費につきましては、障害者自立支援費、大分

県後期高齢者医療広域連合療養給付費負担金等が増

加したことなどによりまして、前年度当初予算対比

で１．８パーセントの増となっています。また、子

育て支援事業の核となります、つどいの広場事業に

つきましては、その運営団体の組織強化に積極的な

支援を行ってまいります。 

衛生費につきましては、ごみ清掃工場の改修事業

費等が減少したことなどによりまして、前年度当初

予算対比で１．８パーセントの減となっています。

なお、本年度から乳幼児医療費助成事業におきまし

て、医療費の一部自己負担金の無料化を３歳未満か

ら就学前までに拡大し、昨今の厳しい経済状況のも

と、本市の子育て中の保護者が少しでも子育てしや

すい環境づくりをするため、医療費の一部自己負担

金の無料化を拡大し、子育て世帯の経済的支援を行

ってまいります。また、妊婦健康診査費につきまし

ても、公費負担の回数を５回から１４回に拡大して

おります。 

 農林水産業費につきましては、中山間地域直接支

払交付金、大分県農地・水・環境整備事業費、国土

調査事業費、農業集落排水事業特別会計繰出金、県

営事業負担金等を計上していますが、骨格予算のた

め前年度当初予算対比で１６．３パーセントの減と

なっています。 

商工費につきましては、現下の厳しい経済状況を

考慮し、中小企業者の資金繰りを支援するため、経

営合理化資金の貸付金及び信用保証料補助率の暫定

的拡充に係る経費を計上していますが、骨格予算の

ため前年度当初予算対比で３６．６パーセントの減

となっています。 

土木費につきましては、道路、公園、公営住宅等

の維持管理経費、公共下水道事業特別会計繰出金、

特定環境保全公共下水道事業特別会計繰出金、県営

事業負担金等を計上していますが、骨格予算のため

前年度当初予算対比で３７．８パーセントの減とな

っています。 

 消防費につきましては、常備消防、消防団に係る
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経費等を計上していますが、骨格予算のため前年度

当初予算対比で１０．１パーセントの減となってい

ます。 

 教育費につきましては、骨格予算ではありますが、

工期の関係から高田小学校の耐震改修事業費及び熊

野磨崖仏保存整備事業費を計上したことによりまし

て、前年度当初予算対比で１３．９パーセントの増

となっています。 

公債費につきましては、前年度当初予算対比で、

１．３パーセントの減となっています。 

第２号議案の平成２１年度豊後高田市国民健康保

険特別会計予算につきましては、３２億６，８１６

万円を計上しており、その主なものは、保険給付費、

後期高齢者支援金及び介護納付金でございます。 

第３号議案の平成２１年度豊後高田市後期高齢者

医療特別会計予算につきましては、３億１，３１１

万５，０００円を計上しており、その主なものは、

後期高齢者医療保険料に係る大分県後期高齢者医療

広域連合納付金でございます。 

第４号議案の平成２１年度豊後高田市老人保健特

別会計予算につきましては、６０１万５，０００円

を計上しており、その主なものは、医療給付費でご

ざいます。 

第５号議案の平成２１年度豊後高田市介護保険特

別会計予算につきましては、２４億４，１０２万９，

０００円を計上しており、その主なものは、施設介

護サービス給付費及び居宅介護サービス給付費でご

ざいます。 

 第６号議案の平成２１年度豊後高田市簡易水道事

業特別会計予算につきましては、５，０２１万円を

計上しています。 

 第７号議案の平成２１年度豊後高田市公共下水道

事業特別会計予算につきましては、１１億３，３５

８万８，０００円を計上しており、その主なものは、

管渠整備事業費及び市債償還金でございます。 

第８号議案の平成２１年度豊後高田市特定環境保

全公共下水道事業特別会計予算につきましては、３

億３，２１７万１，０００円を計上しています。 

第９号議案の平成２１年度豊後高田市農業集落排

水事業特別会計予算につきましては、６，５３０万

５，０００円を計上しています。 

第１０号議案の平成２１年度豊後高田市漁業集落

排水事業特別会計予算につきましては、１，５８５

万円を計上しています。 

 第１１号議案の平成２１年度豊後高田市ケーブル

ネットワーク事業特別会計予算につきましては、２

億７，３５４万７，０００円を計上しており、その

主なものは、ケーブルネットワーク施設の管理運営

経費、施設整備費及び市債償還金でございます。 

 第１２号議案の平成２１年度豊後高田市水道事業

会計予算につきましては、収益的収支で事業収益２

億１，５２３万円を見込み、事業費用では２億１，

４１０万７，０００円を予定し、差引き１１２万３，

０００円の税込み当期純利益となります。 

 次に、資本的収支では収入総額２，６５４万９，

０００円に対し、支出総額１億３，１４８万５，０

００円を予定し、差引き１億４９３万６，０００円

の不足額が生じますが、この不足分は、当年度消費

税及び地方消費税資本的収支調整額３９８万円、過

年度損益勘定留保資金２，８０３万２，０００円、

当年度損益勘定留保資金７，２９２万４，０００円

で補てんします。 

 第１３号議案の平成２０年度豊後高田市一般会計

補正予算（第４号）につきましては、定額給付金給

付事業費及び子育て応援特別手当給付事業費を計上

するものでございます。 

補正予算の総額は４億２，３８１万４，０００円

の増額で、補正後の予算総額は１３９億６，３３５

万７，０００円となります。 

なお、本議案につきましては、定額給付金等の支

給事務に早期に着手したいので、議長に先議をお願

いしたところでございます。 

第１４号議案の平成２０年度豊後高田市一般会計

補正予算（第５号）につきましては、国の地域活性

化・生活対策臨時交付金を活用し、地域振興基金積

立金、企業立地促進奨励金等を計上しています。 

補正予算の総額は５億９，０７３万円の増額で、

補正後の予算総額は１４５億５，４０８万７，００

０円となります。 

第１５号議案の平成２０年度豊後高田市国民健康

保険特別会計補正予算（第３号）につきましては、

一般被保険者に係る療養給付費及び療養費並びに一

般及び退職被保険者に係る高額療養費が当初計画を

やや上回る見込みとなるため、その不足分を計上す

るものでございます。 

 補正予算の総額は２，８２８万９，０００円の増

額で、補正後の予算総額は３３億３，２３２万９，

０００円となります。 

第１６号議案の平成２０年度豊後高田市後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１号）につきましては、
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制度改正に伴う後期高齢者医療システム改修業務委

託料を計上するものでございます。 

 補正予算の総額は２９４万円の増額で、補正後の

予算総額は３億２，９７０万７，０００円となりま

す。 

第１７号議案の平成２０年度豊後高田市介護保険

特別会計補正予算（第２号）につきましては、制度

改正に伴う介護保険システム改修業務委託料、介護

予防サービス費等に係る給付費が当初計画をやや上

回る見込みとなるため、介護サービス費等との予算

の組み替え、介護従事者処遇改善臨時特例基金積立

金等を計上するものでございます。 

補正予算の総額は４，７９８万１，０００円の増

額で、補正後の予算総額は２５億６，９０４万９，

０００円となります。 

 第１８号議案の平成２０年度豊後高田市ケーブル

ネットワーク事業特別会計補正予算（第２号）につ

きましては、ケーブルネットワーク施設整備基金積

立金を計上するものでございます。 

補正予算の総額は１，８５５万３，０００円の増

額で、補正後の予算総額は８億９，０７８万円とな

ります。 

次に、予算以外の議案及び報告についてでござい

ますが、各議案の末尾に提案理由を付していますの

で、そのすべてについての説明は省略し、主なもの

についてご説明申し上げます。 

第１９号議案及び第２０号議案は、市道路線を整

備したいので、その廃止及び認定について議決を求

めるものでございます。 

第２１号議案から第２４号議案までの議案につい

ては、四つの公の施設に係る指定管理者の指定につ

いて、議決を求めるものでございます。 

第２５号議案は、介護報酬の改定に係る介護保険

料の急激な上昇を抑制するために、国から措置され

た介護従事者処遇改善臨時特例交付金を適正に管理

し、及び執行するために基金を設置するものでござ

います。 

第２９号議案は、ケーブルネットワーク事業への

加入促進を図るために、集合住宅の定義を改正する

とともに、高齢者福祉サービス実施等に対応するた

めの条例改正を行うものでございます。 

第３０号議案は、介護保険法及び介護保険法施行

令の一部を改正する政令の規定に基づき、第４期介

護保険事業計画を策定したことによる保険料率の改

定を行うものでございます。 

 第３２号議案は、平成２１年度以降大分県から権

限移譲される屋外広告物に関する事務について、手

数料を定めるものでございます。 

 第３３号議案は、全国的に地価の大幅下落等を背

景に道路占用料の改定が行われる中、本市において

も改定を行うものでございます。 

報第１号及び報第２号は、市道及び林道において

発生した３件の事故について、地方自治法第１８０

条第１項の規定に基づき専決処分したので、報告す

るものでございます。 

報第３号は、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２７条第１項の規定に基づき、教育委員会

の権限に属する事務の管理及び執行の状況について

点検及び評価を行ったので、その結果に関する報告

書を提出するものでございます。 

以上で本定例会に提案いたしました議案について

の説明を終わります。 

 何とぞ慎重審議の上、ご協賛賜りますようお願い

申し上げます 

○議長（中山田健晴君） 次に、ただ今議題となっ

ております第１３号議案については、市長から早急

に議決を求める必要があるので、先議されたい旨の

申し出がありました。 

これより第１３号議案の審議に入ります。 

おはかりいたします。 

本案については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、第１３号議案については、委員会の付託

を省略することに決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 初めに、議員各位にお知らせします。 

質疑及び質問に関連して、２２番大石忠昭君から

資料要求があり、市長に提出依頼をしたところ、お

手元にお配りのとおり提出がありましたので、ご了

承願います。 

○議長（中山田健晴君） 次に、この際、議事整理

のため申し上げます。 

各議員の発言は、申し合わせの発言時間内におい

てお願いいたします。また、質疑は通告に基づき行

ってください。 

なお、執行部は質疑通告にない事項及び聞き取り

時になかった事項について質疑があった場合は、議
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長にお知らせください。 

 質疑の通告がありますので発言を許します。 

○議長（中山田健晴君） ２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君） 日本共産党の大石であり

ます。先議することになりました第１３号議案につ

いて、補正予算でありますが、特別給付金、それか

ら子育て応援特別交付金について、質疑をしたいと

思います。 

定額給付金は、ご承知のように、世論調査を見て

みましても７０から８０パーセントの国民が反対を

しておりますが、政府与党は、参議院で否決された

定額給付金の財源法案を再決議をして、押し通しま

した。麻生首相も、最初は、生活対策だから受け取

る気持ちはさもしいとまで言いました。ところが、

一転して、景気対策だと言って金持ちももらって、

盛大に使ってほしいと言いだしました。あと麻生首

相の発言は二転三転し、自民党から離党者や造反者

が出るほど、まさに給付金は迷走金という状況です。

大問題なのは、給付金と同時に打ち出されたのが、

２０１１年度に消費税を大増税をする計画です。一

回限りの給付金のばらまきのあとには、何十倍もの

消費税増税が押しつけられる。こんなことは国民は

絶対に許さないと思います。日本共産党はこの２兆

円については、雇用や社会保障などに有効に使うべ

きであると主張してきました。 

しかし、国会で、予算と関連法案が成立しますと、

国民一人ひとりについては、定額給付金を受け取る

権利が生じます。その権利を行使するかどうかは、

国民の意思に委ねられるべきもので、地方自治体が

その権利を奪うべきではありません。よって、日本

共産党は住民の権利を奪わず、支給の事務の遂行も

妨げない立場から、補正予算には賛成をするつもり

であります。そういう立場から質問をします。 

そこで一つ目には、給付金、この定額給付金につ

いて、市民に対する交付の支給開始、その人数、件

数は、の見込みはどう考えているのか。 

二つ目には、いつから市民に支給開始をする考え

方なのか。市長は先程４月上旬と言われましたけれ

ども、もうはっきり何日から、第１回目は何日から

開始するんだということを明らかにしていただきた

いと思います。 

三つ目には、代理申請や代理の受給ができるとい

うことが新聞などで報道されておりますけれども、

市内には、老人福祉施設あるいは知的障かい者の更

生施設などいろんな施設もありますし、そういう入

所者などについては、この代理申請、代理受給とい

うのはどうなるのか。代理請求をすることで、その

代理人が特別に手当を取るなどということはないと

思いますけれども、その辺どうなのかも説明してい

ただきたいと思います。 

なぜこういう質問をするかといいますと、かつて

豊後高田市では、これは２００４年倉田市長時代な

んですけれども、公共下水道の供用開始が始まりま

して、市民がこのつなぎ込みで下水道、家庭内の排

水施設のつなぎ込みをすると。そのときに、もう市

は規則を作って、市民がその申請する事務は業者が

代行することができますよというように、規則で謳

ったわけですね。ところが、行政書士会からクレー

ムがつきまして、最終的には、市がその指定業者を

約４０社指定しておったんですけれども、その４０

社と行政書士会の話し合いがあって、結果的には業

者が負けて、あなた方が市民に代わってやるんなら

ば、うちにもってこいと。そうすると１件当たり５，

０００円の手数料取りますよということで行政書士

会が５，０００円取ることになった。それから、融

資を合わせて申請した場合は、１件７，０００円取

ることなりました。これもすでに、それどころか下

水道課は、土谷 力行政書士事務所の地図を入れた

お知らせ版まで作りまして、業者は、土谷 力事務

所に５，０００円、７，０００円持っていけという

ことになったわけです。このことを私が議会で暴露

しまして大問題にしましたが、最終的にはこれが間

違いということになりまして、そういう金は取らな

いと、元に戻すということになりました。こういう

ことがありましたのでね、今後こういう代理申請や

受給ができるということで、知的障がいの更生施設

などでね、その入所者に代わって事務所の職員が代

行できるんですけれども、よもやね、また二の舞い

でそういうことはないと思うんだけどもね、そうい

うことはできないんだと思いますけれども、その辺

を確認しておきたいと思います。 

次が、子育て応援特別手当についてなんですけれ

ども、豊後高田の場合なかなかこの子どもを安心し

て生み育てるという環境がないために、なかなかそ

の出生率が低いわけなんですけれども、それでも今

回この二子以降について、特別手当の交付がされる

対象人数、それと対象交付時期について、説明して

もらいたいと思います。 

次は、この問題に対する関連一般質問であります

けれども、新聞報道などによりますと、定額給付金
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の支給時期に合わせて、商工団体と自治体がですね、

販売額よりも利用額のほうを割増をする、いわゆる

プレミアム付きの商品券を発行する、そういう自治

体が全国でどんどん増えておりまして、厚生省の発

表でも、３月１日現在で全国で６９８自治体となっ

ています。その後も、大分県内でもそれぞれ問い合

わせてみましたら、もう６割を超える自治体で実施

をすることになりました。よって、この割増額につ

いて調べてみましたけれども、１０パーセントを市

が助成をして市民に還元をしようというとこが一番

多いようなんですけれども、少ないところでも５パ

ーセントの還元、助成ですね、多いところでは、６

７パーセントも助成するという自治体もあるようで

あります。よって、豊後高田市でも景気対策の一環

として、市内でのこの消費拡大を促進させるために、

お買い物券に市が助成するなど、何らかの方策をと

るべきだと思うんですけれども、市長の見解を求め

ます。 

以上であります。 

○議長（中山田健晴君） 企画情報課長中嶋栄治君。 

○企画情報課長（中嶋栄治君） 第１３号議案に関

する質疑についてお答えをいたします。 

 定額給付金の給付対象者は、基準日である平成２

１年２月１日現在で住民基本台帳に記録されている

方々と、外国人登録原票に登録されている方々の内、

日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した

者等の出入国管理に関する特例法に定める特別永住

者、出入国管理及び難民認定法に定める在留資格を

有して在留する方々であります。 

 本市における給付対象者の数は、基準日の記録が

確定する平成２１年２月１６日終了時点において、

本市の住民基本台帳に記録されている１８歳以下の

方が３，８１５人、６５歳以上の方が８，３３１人、

それ以外の方が１万２，６３８人の計２万４，７８

４人でございます。また、本市の外国人登録原票に

登録されている対象者で、１８歳以下の方が５人、

６５歳以上の方が２０人、それ以外の方が２００人

の、計２２５人でございます。これらを合計いたし

ますと、給付額が２万円となる対象者が１万２，１

７１人、１万２，０００円となる対象者が１万２，

８３８人、計２万５，００９人であり、交付総額は

３億９，７４７万６，０００円を予定いたしており

ます。 

 なお、予算計上額は、予備を見込んだ３億９，８

０４万円を計上いたしております。 

定額給付金の申請件数の見込みにつきましては、

申請者の方々がすべて受給の申請をされた場合、１

万４４９件となります。 

次に、定額給付金の給付の時期についてでござい

ますが、本日予算案を議決いただきますと、できる

だけ早くすべての申請対象者に宛てて申請関係書類

を送付いたします。その後、郵送や窓口での申請受

付処理を行い、第１回目の給付を４月９日を目指し

て行う予定といたしており、以後、月の上下旬２回

の給付を行うことと予定をいたしております。 

なお、市窓口での現金給付につきましては、５月

下旬以降に行う予定といたしております。 

次に、世帯主以外のものによる定額給付金の申請

受給の代理につきましては、平成２１年２月２４日

付けで国からその内容が示されたところでございま

す。ご質疑にありましたような単身世帯で、知的障

害者更生施設等の施設に入所している場合の取り扱

いにつきましては、近親者や平素から身の回りの世

話をしている方や、施設職員による代理申請、代理

受給が可能でございます。この場合、近親者等につ

きましては、本人と代理人との関係を示す書類を提

出していただき、当該代理が入所者のためにするも

のであることを確認することとなります。 

また、施設職員の場合も、当該職員の施設上での

関係や、職員の行為が施設入所者のためになすもの

であることを確認することとなっています。 

施設の職員が代理申請を行う場合の手数料の件に

つきましては、家計への緊急支援という定額給付金

の趣旨と、施設入所者のために施設職員がなす行為

でありますので、入所者と施設関係者との間での手

数料のやり取りにつきましては、現状では一切想定

されてないものでございます。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） 子育て・健康推進課長岩

永澄雄君。 

○子育て・健康推進課長（岩永澄雄君） 子育て応

援特別手当についてお答えします。 

 子育て応援特別手当の交付対象者人数と交付時期

についてですが、交付対象者人数は３４０人を見込

んでおります。交付時期は、第１回を４月８日を目

指して準備を進めております。 

以上であります。 

○議長（中山田健晴君） 商工観光課長桑原茂彦君。 

○商工観光課長（桑原茂彦君） 第１３号議案の関

連一般質問の、お買い物券に市が助成するというこ
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とについてでございます。これにお答えをいたしま

す。 

 これまで、豊後高田市商店街連合会が発行するお

買い物券、お買い物引換券の取り組みに対しまして

は、２０年間にわたり、市の職員や教職員を中心に

購入運動に取り組まれ、市役所としましても管理職

員等協力をしてきたところでございます。また、平

成１９年度からは、高齢者福祉と市内の消費拡大を

一体的に推進するため、市の敬老祝い品として、こ

のお買い物引換券をそれぞれの年齢ごとに配布させ

ていただいており、それと併せて、利用できる店舗

等につきましても拡大をしていただいたところでご

ざいます。 

 こうした中で、他市で取り組んでいるような定額

給付金の支給に合わせ、お買い物券にいわゆるプレ

ミアム分を上乗せし、市内での消費拡大をという観

点で内部でも検討してまいりましたが、これまでの

取組実績から、その利用率が大型店や一部の業種に

集中しているという本市の実情を考えますと、お買

い物券への他市のような助成につきましては、現時

点では予定をいたしておりません。しかしながら、

今後、定額給付金が支給されますので、市民の皆様

には、市内での消費をぜひお願いしたいと思います

し、併せて、市内の商業者などの皆さんにもぜひ創

意工夫され、消費したいと思っていただける取り組

みをお願いしたいと考えております。 

また、市としましても、昭和の日のイベントとい

った誘客のための取り組みを進めてまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） ２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君） 再質疑をしたいと思いま

す。 

 最初に、支給開始の時期について４月９日という

答弁がありましたが、そのためには、市のほうから

市民宛てに申請書を届けることになるんですけれど

も、その申請書の発送の事務ですかね、郵送でする

のか、自治会長さんを通じてやるのか、その申請書

は、いつ、一番早くて市民には届くというようなス

ケジュールというんですかね、になってるのか。そ

の辺、先程の答弁、中嶋課長の答弁というのは、い

ままでになく明確でね、だいたいその市民の皆さん

もよくわかったと思うんですけども、さらにいま私、

さらに理解を深めるためにいま再質疑をしてるんで

すけども、それが一つですね。 

それから、子育ての、子育て応援特別手当が対象

が３４０人というふうに報告があったんですけどね、

こちらは４月８日と一日早いだけなんです。そうし

ますと、これだけ行政改革、行政改革というふうに

取り組んでるわけなんですから、この同時にね、市

民に対しては、この二つの助成を受けられるわけな

んだけども、同時に同じ封筒を使って送りつける、

同じ封筒で返還してもらうとするならば、郵送代だ

けでもかなり違うんじゃないかなというふうに思う

し、市民のほうも、一緒に申請書２枚同時に出せば

済むことで、それのほうが、利便性からみてもそっ

ちのほうがよいし、もう口座についても、口座番号

についても一本でいくぐらいやれば、なお市民の申

請も楽になるんじゃないかなというふうに思えてな

らないんですけどね、まあその辺検討されたのかね、

そうできないのか。 

この事務費は全額国からくるんですけれども、国

からくるといっても、これ国民の税金ですからね。

そうしてもらったらと思うけど、そういうことが不

可能なのかどうなのか、説明してもらいたいと思い

ます。 

それから、代理申請や代理受給のことにつきまし

ても、いま、中嶋課長の説明でよく理解できたんで

すけれども、最後の部分がね、こういう方がこうい

う書類を出せば代理申請ができるというのはよくわ

かったんですけれども、手数料やね、手数料につい

ては、本来なら取れないと思うんだけど、それは取

ることが違法なんだということをね、どんなことを、

いわゆるその法律に詳しいという理由についてです

ね、本当は詳しくないんだろうけどね、詳しいとい

うことを看板に、何しでかすかわからんこともです

ね、起こりかねないと思うんですよ。いままでの状

況からみても。だから、ここで市民の前にこの種の

代理申請、代理受給については、手数料を取ること

は法律違反なんですよということになるんじゃない

か、その辺はどうなのかも。そういうことは、やっ

てはならないことなんだということを市民の前に明

らかにしてもらいたいと思うんですが、どうでしょ

うか。 

それから、次の、これに関連する一般質問なんで

すけれども、このプレミアムについては、いろいろ

検討したけれども、いままでのお買い物券の状況か

らみても、特定の業種に限られるから、効果がない

んじゃないかということで、今のところ現時点では

やる考えがないということなんですね。これはです
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ね、これだけ全国でね、実施をしてるわけですよ。

まだまだ検討してるところも問い合わせてみると、

なるべく実施することで結論出したいという自治体

もあるようですね。福岡県なんか、もうほとんどの

自治体やってるでしょう。だから、この高田でおり

た約３億円ですかね、この金が高田でなるべく消費

ができる、貯金ではなくて消費をしてもらうという

ことのほうが景気対策になるんだというふうに私は

思うんですけどね、約４億円じゃね、約４億円、そ

の辺市長どうですかね。これ市長の政治姿勢にかか

わる問題なんですよ。それを１割分、大分県では２

割やってるところがね、豊後大野市や玖珠町などで

は、１万円方の商品券を買えば２万円の買い物がで

きるということですね。あとのところは、それぞれ

１割だけを市が持つということになります。宇佐な

んかでは、商工会議所団体などに、事務費だけは自

分とこで持ってくれと、上乗せ分は全部市が持つか

らということになったようですけどね、事務費も市

が持ってるとこもあります。で、これをただ、単な

るお買い物だけじゃなくて、病院の医療費にも使え

るとこもあります。いろんな方法とればね、いわゆ

る貯金をするよりも、実際にお金を使ってもらうと、

消費拡大してもらうということにつながるんじゃな

いかと思うんですよ。国の施策でも、その国から市

がもらっているこの景気対策の予算の中で、その、

そういう事業に上乗せ分に使ってよいちゅうことに

なってるわけでしょう。全国的には、これを使うち

ゅうわけでしょう。使わないということは、ほかに

何かまだそれよりも有効な使い道があるんですかね。

それを使うということは、申請者について、そのお

買い物券を自分が使おうという方については、全員

ですね、使う意思のある方は、市から１割助成が受

けられるわけですよね。で、ほかな事業について、

本当に全市民的に助成が受けられる事業がほかにあ

るんですかね。 

で、その関係で、その私が言ってるように、国か

らの国の予算、１００パーセントの国の予算１００

パーセントの財源で、この上乗せ分については全部

使えると聞いてるんだけども、使えるのか、使えな

いのかね。で、使えるちゅうなら、なぜ使わないの

かも市民の前に明らかにしていただきたい。国から

実際に生活対策、経済対策でどれくらいの予算が豊

後高田に交付されることになってるのかね。それも

使い道は、全部１００パーセント決まってるのかね。

１００パーセント決まってないでしょう。そうする

と、他市がやってるようなことで、せめて、１割で

も負担するという方法とれば、市民も１割方余分に

買い物ができるし、貯金しなくて、実際に高田の地

元でお金使ってもらえばね、消費拡大につながる、

景気対策につながるんじゃないかと思うんですけれ

ども、それがやれないのか、市長のこれ政治姿勢に

かかるね、政策的な問題ですから一般質問で取り上

げてるんですが、市長の見解を求めます。 

以上であります。 

○議長（中山田健晴君） 市長永松博文君。 

〇市長（永松博文君） 私に対するご質問からお答

えをしたいと思います。 

 私ども、公明党さんからもそういう申し出をいた

だきました。１割でもそういうもので上乗せをした

らどうかという話でございます。ちょうど国の話と

同じような感じになります。 

私ども、この金が果たして高田の商店街に、各商

店街にいくかどうかという議論をいたしました。

元々商店街、いまやってるところと、商店街と大型

店との関係がございます。そこ辺のもので、私ども

いろんなものをするのに、いろんな大型店を入れな

ければなかなか商品券が売れなかったということも

ございまして、そういうことの中でしますと、その

大型店が入らないときには、特定なところしか使い

まいがないということになっております。そういう

面で、やりまして、そうしますと、特定な業種と大

型店に行くということになります。ほとんどそうい

うことが多くなっております。それが果たして景気

対策かどうかということが一つであります。 

そうすると、一つは、景気対策かそれともばらま

きかというような感じで、内部的なものとしては、

１割市民の皆さんにあげるんだからいいんじゃない

かという議論も出たところであります。 

 ところが、果たしてお年寄りとかそういう人がそ

の１割プラスしたものをどうして買うかという話も

なってきます。そういう面で、果たしてどうかとい

う議論で、最終的な結論というものは出ておりませ

んけれども、おっしゃるように、各ところが全部１

割出しておりますし、我々も何かしなきゃならんと

いうことの中で、これからも商工会議所、商店街、

そしてまた商工会の皆さん方とも話して、何が一番

対策になるのか、そこ辺のものも検討してみたいと

いうことの中で、いまやっております。ただ、いま

先程、私たちの議論の中では、ちょうど皆さんにお

配りすれば、そのところが、果たしてどういう人が
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買うかということなんです。商店街対策になるのか

どうかというのが、我々まだ結論が出てませんので、

ただ、そういう面では、我々も何とかしてこの給付

金について、市内に落としてもらいたいということ

は事実でありまして、だからそういう面では、早く

定額給付金も皆さんのお手元に出すようにというこ

とで努力してきたわけであります。そういう面で、

先議も今日お願いしてるんでありますけれども、そ

ういう面では、皆さんがもしいいお知恵があれば教

えをしていただきたいと思うんですけど、そういう

ような部分で、果たして商店街対策、いわゆる景気

対策になるかということがありますので、どうした

ら景気対策になるかという、そういう面では、一つ

は、先程課長から申し上げましたように、昭和の町

で売上何とかとするかとか、そういうようなもので、

何かそこ辺のものをやっていかなきゃならんだろう

ということは思っております。そういう面で、まだ

私どもとしては、そこ辺のものが、どうも国の話と

ちょうど逆な話になるのかなという気がいたしてる

ところです。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） 企画情報課長中嶋栄治君。 

○企画情報課長（中嶋栄治君） 再質疑についてお

答えを申し上げます。 

 各申請対象者に対する申請書書類等の送付につき

ましては、３月の１６日から郵送により開始をした

いと考えております。１万通を超える量を郵送いた

します。郵便局との打ち合わせでは、概ね３日以内

に配達が完了するだろうという予定でございます。

その後３月１８日から受け付けを開始する予定とい

たしております。 

 次に、定額給付金と子育て応援手当の申請書類の

発送についてでございますが、当初打ち合わせでは、

定額給付金に比較して、書類発送までに子育て応援

手当のほうが書類発送までに時間がかかると想定を

されておりまして、定額給付金の申請関係書類の発

送を急ぐために、別々でと、対象者に送付すること

といたしておりましたが、ほぼ同時期で処理をする

目処が立ちましたので、子育て応援手当の関係書類

を別ルートに同封する形で統一して送付をいたした

いと考えておるところでございます。 

 次に、施設入所者と施設の職員に関する代理の関

係の料金につきましては、先程ご答弁申し上げたと

おり、一切想定をされていないものでございます。

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（中山田健晴君） 再質疑ありますか。 

○２２番（大石忠昭君） 大事なとこ、商工観光。 

○議長（中山田健晴君） 商工観光、市長が答弁し

ましたが。 

○議長（中山田健晴君） 商工観光課長桑原茂彦君。 

○商工観光課長（桑原茂彦君） お買い物券へのプ

レミアム部分の一部に、そういった国からの交付金

を充てることは可能であると考えております。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） ２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君） もう一度質疑をしますが、

代理申請、代理受給のことでね、そういう手数料の

ことは想定してないという答弁なんですけども、普

通考えられないことなんですけどね、そういうこと

は、そういうことが起こるということを想定してな

いということの答弁だと思うんですよ。そういうこ

とは間違いだと、できないことなんだということで

市長、いいですかね。いま、おれおれ詐欺というの

が問題になってますからね、口で上手に言えば、そ

うですか、じゃ、お礼を５，０００円しましょうと

かね、１，０００円しましょうとかいう恐れがある

でしょう。そういうことは、そら違法行為なんだと、

そういうことあってはならないんだとね、想定でき

ないちゅうのはわかるんやけど、そうじゃない、そ

んなことをしてはならないことなんだということを、

市民の前で明らかにできないですかね。 

 それからですね、プレミアムの問題なんですけれ

ども、市長はどうもそのいままでの結果で、大型店

に行くから、商店街に行かんから、行かんからとい

う、だから効果がない論なんですよね。さっきの答

弁聞いてみたら。だから、本当にこの昭和の町だけ

じゃなくて、旧真玉や香々地の商店まで含めてです

よ、やっぱ既存の商店街をどう守っていくのかね。

もう大変でしょう、どこの商店街も。せっかく、そ

れだけのお金が高田にきたんだから、それを、その

お買い物券、割増料金がついたお買い物券使うか使

わないかちゅうのは市民の自由なんですよ。あるい

は貰うか、そのお金貰うか貰わんかも自由なんです

よね。でしょ。貰った人が全部使わなならん、お年

寄りも使わなならんちゅうことじゃない、使える人

が使えばいいことであってね、だから、それぞれ県

内の状況も全部調べてますけどね、もうその満額予

算組んでないですよ、それは。使える人はこれぐら

いだろうという計算からやってますよね。それでも

いいんですよ。それでも予算ほどいかない場合もあ



３月１０日 

 - 13 - 

りますよ、それはね。でも、あなたが本当に前商工

労働観光部長も務められた方で、ね、先程の提案理

由説明の中でも、桂川からこちらの西側の商店街は、

何とか元の賑わいを取り戻したという評価をしまし

て、玉津側はまだそうなってないと。その玉津側そ

ういう状況じゃないですよ、あるいは真玉、旧真玉、

香々地についても同じ状況でしょう。だから、この

商店街、既存の商店街をどうするかちなればね、こ

れは商店街の皆さんとよく協議をして、商店街も総

意を出してもらって、そういう総意を出せばその分、

市が助成するから、何とか地元既存の商店で消費拡

大ができるような努力をしようじゃないかと、いわ

ゆる呼び水を与えるべきじゃないんですか。 

 これよそではね、例えば豊後大野なんかはね、今

回だけじゃないんですよね、来年も再来年もやるち

ゅうわけね。来年６，０００万、再来年６，０００

万ですかね。今回は１億２，０００万の事業やるん

ですよ。この分で、地元商店街の育成のためにね。

もう全国の状況を聞いてみても、何とかね、やっぱ

この金を、市長も最近別府のトキハに買い物に行っ

てるようでしたけどね、はい、何人からも目撃され

てますよ、奥さんと一緒にね。だから、その金で、

別府のトキハや大分のトキハまで行くんじゃなくて

ね、やっぱ市内でどう使うかちゅうのは大事な問題

なんですよ。 

 だから、市内で使えば１割分儲けますよ、２割分

儲けますよ、２割のとこもあるんですよ。２割出し

ますよと、だから商店街で使ってくださいと。市民

も儲かる、商店街も得をするちゅうことになりませ

んかね、これは。これ私は市長就任後、この問題は

取り上げたとこなんです。その当時は、５パーセン

トもできないかちゅう議論をしてきました。しかし、

いま、商工観光課長からも答弁があったように、国

の資金１００パーセント使えるんですよ。そうでし

ょう。その使える元になってるのは、地域活性化生

活対策臨時交付金で、都道府県に２，５００億円、

市町村分で３，５００億円の内の豊後高田にきてる

わけでしょう。それ全部もう使う計画できてないで

しょうが、まだ。ね。だから、このうちの２，００

０万なり３，０００万を使えないかち。商店街、大

型店に流れるのが困るなら、流れないようにね、地

元既存商店に流れるようにすればいいんじゃないん

ですか。工夫すればできることじゃないんですか。

で、ないと、それはトキハまで行けない人ももちろ

んあります。将来のために貯金する人もあります。

地域振興券の時はほとんどの方が貯金してしまった

んですよ。いまのこのね、１００年に一度と言われ

る不況を解決するちなるとね、消費拡大というのが

ひとつ問題ですよ。我々はこの給付金反対しました

けどね、もうできた以上はね、どう有効に使うかで

すよね。トキハに持っていかれるよりは、豊後高田

の地元商店街で使わせろというように、市長、政策

的に考えるべきじゃないんですか。もう一度市長の

見解を求めます。 

○議長（中山田健晴君） 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君） 先程ご答弁したとおりであ

りまして、商工会議所、商工会そして商店街の人々

と話をしてみようと。ただ、いま言ってますように、

いまの‥。 

（○２２番（大石忠昭君） 話をしてみよう。） 

○市長（永松博文君） そういう話の中で、どうい

うふうなことが一番そういうような活性化になるの

かということを検討しましょうということでご答弁

しているわけでありまして、金がないとかあるとか

いう問題ではないということは私どももわかってま

すし、そこ辺のものではどうしたら効果的にやるか

ということであります。いま、先程申し上げました

ように、そのどういうふうに各市が確かにそういう

ようなものをやってるのをどうするかというのは、

我々随分議論をしてるところでございます。そして、

また、いま申し上げましたように、商店街の人々の

どういう意思なのか、その商工会議所、商工会がど

ういう意思なのかも、いままでも話してまいりまし

たけども、これからも、どうしたら一番活性化にな

るかということを、皆さんが高田で使ってもらえる

かということをこれから議論を、検討するというこ

とで言わせていただきます。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） 企画情報課長中嶋栄治君。 

○企画情報課長（中嶋栄治君） 再々質疑について

お答えを申し上げます。 

 先程ご答弁申し上げましたとおり、施設入所者と

施設職員の関係の間の手数料のやり取りというのは、

一切想定していないものでございますので、ご理解

をいただきたいと思います。 

○議長（中山田健晴君） これにて質疑を終結いた

します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「討論なし」と呼ぶ者あり） 



３月１０日 

 - 14 - 

○議長（中山田健晴君） 討論なしと認め、討論を

終結いたします。 

 これより第１３号議案を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませ

んか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、第１３号議案については、原案のとおり

可決されました。 

○議長（中山田健晴君） しばらく休憩いたします。 

 なお、午後の会議は、１時から始めたいと思いま

す。 

     午前１１時５２分 休憩 

     午後 １時００分 再開 

○議長（中山田健晴君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 これより第１号議案から第１２号議案まで及び第

１４号議案から第３３号議案まで並びに報第１号か

ら報第３号までの質疑に入ります。 

 議案質疑通告表の順序により発言を許します。 

○議長（中山田健晴君） ２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君） 日本共産党の大石であり

ます。議案質疑をしたいと思いますが、先程の中嶋

課長みたいに的確な答弁を求めたいと思います。 

 最初が、第２号議案の国保の当初会計予算につい

てでありますが、提案されている予算では、国保税

について、前年度比で４，９００万円の増、比率で

は前年度よりも８．８パーセントの増の予算になっ

ています。前年度は、３月議会で国保税条例の改定

を行いました。今回は税条例の改定はされてないん

ですけれども、なぜこの４，９００万の増になるの

か。いまのこの景気の状況からみましたら、市民の

所得というのは、減りこそすれ、増えてないんでは

ないかと思いますし、まあリストラを受けて社会保

険から国保に加入する人が大幅に増えるということ

もそんな大きい数ではないと思うんですけどね。こ

の４，９００万円の前年度比の国保税の伸びについ

てね、その要因について説明をしていただきたいと

思います。 

 次が保険給付費についてなんですけれども、こち

らは前年度比で１億３，７００万円ですね。これ計

算しましたら６．４パーセントの増になるんですけ

れども、国民の世論も高くて、総医療費の大改悪も

強行することができないでいるわけですわね。政府

においても、だから総医療費が特別にそんなに増額

になるということは予想されないと思いますしね、

まあ、かねてから、永松市長も豊後高田の医療費が

県下の状況、全国の状況からみても高すぎると、何

とかその予防活動に力を入れてですね、市民の健康

づくりに力を入れて、皆さんの命や暮らしを守って

いくことで、国保税の値上げも抑えたいという意向

を示しておったんですけどね、これだけこの医療給

付費が上がるということもなぜなのか、その辺の説

明をしてもらいたいと思います。 

 それから関連一般質問で、国保の関係では、私ど

も随分市内回りますけれども、一番市民の要望の高

いのがですね、やっぱり自分たちのこの生活見てく

れと、仕事はないし、なかなかその農業してもです

ね、もうやっていけない状況なのに国保税の負担が

もう重すぎるんやと。なんで収入に比べてこんなに

高いんかとね。そもそも、もうこの家計の中での国

保に占める割合が大きいちゅんですよね。何とか下

げてくれないかという声なんですよ。で、新聞など

でご承知のように、別府市では、浜田市長がね、実

は高田と同じように昨年の３月議会に条例改定して

値上げしたんですよ。でもね、あまりにも市民がね、

何とかしてくれという、実は「国保税を考える会」

などもできて、署名活動もやりましたしね、交渉も

してきましたけれども、とうとうね、浜田市長が、

この市民の切実な声に応えていただいてね、全世帯

下がることになりました。下がることになります。

今度の今回提案されてる条例改定案ではね。 

で、やっぱりその分は、これまでも大分や別府、

それから佐伯市などでは、一般会計からの繰入れを

してですね、これだけ市民が困っている国保税の値

上げを抑えてきたんですよ。それでもなお、また今

回も繰入れをやりましてね、抑えようということに

なりました。よって、高田でも、市長のこのやっぱ

り政策的問題としてですね、この困ってる市民に応

えるために、別府の場合は、応益の割合を下げたん

ですよ。均等割を下げました。平等割と均等割があ

る、均等割下げましてね、どの世帯も下がるように

なったんですよ。高田でも、何とかそういう方法を

とってですね、若干でもこの市民の負担軽減でご尽

力していただけないかと思うんですけれども、市長

の見解を求めます。 

 次が第３号議案についてであります。 

 これは、後期高齢者医療保険の特別会計なんです

けれども、この保険料の普通徴収のほうですね、こ

れは年金天引きじゃない方なんですよ。それを現年
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度分で豊後高田市で５，０００万を超える額を徴収

するという予算になってるんですが、これは、徴収

率についてはどれぐらいの見積もり、積算をされて

るのかね。一般のこれまでの国保税やあるいは市民

税などと比べてみて、徴収率をどういうようにみて

るのか、説明してもらいたいと思うんです。 

 それから、もう一つの繰越分がありますね。これ

見ましたら、７９万６，０００円計上されてるんで

すけれども、７９万６，０００円というのは、いわ

ゆる実際に滞納が２０年度から２１年度に引き継が

れる、２１年度で集めようとしてる、だから、言う

なら２０年度の滞納総額になると思うんですよね。

２０年度の滞納総額の内の何パーセントを見てるの

かと。これは徴収率に見合う予算しか組んでないと

思うんですよ。もっと言うならば、市民にわかりや

すく説明していただければ、２０年度末で介護保険

料の普通徴収分の滞納総額がどれぐらいを見込んで

おって、そのうちの何パーセントで７９万６，００

０円なるかという説明していただければわかりやす

いと思うんですね。 

 それから、関連する一般質問では、今年度、今年

度ちゅうのは、新年度新たな問題になろうとしてる

のが、この高齢者に対する国保手帳の証明書の取上

げ問題なんですね。ご承知のように、国民健康保険

に加入されてる段階では、法律で、高齢者について

はいくら国保税滞納しておっても、国保証明書の取

り上げをね、してはならないと。それはあくまでも

納税に協力してもらうけれども、お年寄りというの

は大事な体なんだから、たとえ国保税を納められな

くても、ちゃんと医者にかかれるようにしようとい

うことでね、その国保手帳の取り上げができなかっ

たんですよ。 

ところが、今回の７５歳以上の後期高齢者医療制

度については、法律で、１年以上滞納した場合には、

もう取り上げができることになったわけですね。交

付しないちゅうことになったわけですね。それがち

ょうど１年迎えましたので、この４月からどういう

ことになるかということでね、私たちは心配してる

んですよ。 

 で、新聞、テレビでご承知のように、子どもの医

療費の取上げ問題が大きな問題になりましてね、も

うとうとう政府も法律を変えまして、この前の国会

で変えまして、小中学生までは、たとえ国保税の滞

納があってもね、保険証は交付するということにな

った。医者にかかれるようになったんですよね。 

よってですね、やっぱり柔軟路線をとらないかん

と思う。豊後高田の場合は、言うならば、高齢者だ

けじゃなくて、一般市民についてもね、基本的には、

国保証の取り上げをしてこなかったんですよ。大分

県の中では豊後高田市だけなんですね。そのことは

評価をしたいと思うんです。よって、一度だって国

保証を取り上げられたことのない人が、いよいよ後

期高齢者医療に変わったことによって、取り上げら

れる可能性が出てきたわけよね。だから、何とかこ

の取り上げられずに、ちゃんと必要な方はちゃんと

保険証を持って治療を受けられるようにさせてあげ

るべきと思うんですけどね、その辺、これはどこが

発行するかったら、広域連合が発行すると思うんで

ね、広域連合に働きかけて、高齢者の命、医療を守

っていくというようにしてもらいたいと思いますが、

見解を求めます。 

 それから、次は基本的にはですね、やはり全国で

これだけお年寄りいじめの後期高齢者医療制度を廃

止せよという声が高いわけね。この国民の世論に押

されて、参議院の本会議ではこの廃止論が可決され

たんですよ。しかしそのままなっておりましてね、

衆議院ではこれが通らないで、宙に浮いとるんです

けれども、ぜひ市長は、この高齢者や国民の声に応

えて、後期高齢者医療制度の廃止を働きかけると。

抜本的にですね、後期高齢者を含めて国民の医療体

制を改革させるという立場から、市長働いていただ

きたいと思うんですけれどもどうなのか。見解を求

めます。 

 次が、第５号議案ですね。これは介護保険の特別

会計の当初予算なんですけれども、これを見ますと、

保険給付費は前年度比で４，４００万円減額となっ

ています。なのに、あとで出てきます介護保険条例

では、介護保険料が基準額が値上げされることにな

ってるんですね。だから、介護保険料の算定の元に

なるのが、いわゆる保険給付費が３年間でどれだけ

必要なのかという、そのいわゆる保険計画に基づい

て保険料は決まるわけですわね。その保険料が下が

ってるのに介護保険料がなぜ上がるかというのが疑

問点なので、ここでちょっとお尋ねしたいんですけ

れども、説明をしていただきたいと思います。 

 次が、第１４号議案は補正予算についてでありま

す。景気対策としまして、国の０８年度の補正予算

が、豊後高田市では３億８，０００万円の補助金と

して交付を受けておりますけれども、市としては、

この財源を使ってどのような景気対策、市民の生活
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防衛対策に取り組む、この０８年度事業で取り組む

考え方なのか、市民にわかるように説明してもらい

たいと思います。 

 資料請求しておりますけれども、資料は、ちゃん

ともう県に出しておる資料、それぞれが事業名が入

ってるのに、高田では何件なんぼと書いてるだけで

ね、もうこれではちょっと市民は理解できないと思

いますので、市民の前にですね、どういう事業をや

るということを明らかにしてもらいたい。 

 それから、地域振興基金に積み立てる、大幅なも

のを積み立てるんですけれども、その今後の運用に

ついてどう考えてるのか。それから企業立地促進奨

励金との関わりなどについて、市民がわかるように

説明をしていただきたいと思います。 

 次が、この雇用問題に関連する一般質問なんです

けれども、最近の新聞、テレビで報道されましたよ

うに、厚生労働省は２月２７日付けでですね、１５

万７，８０６人の非正規の労働者が３月末で職を失

ってしまうというこの企業からの聞取り調査の結果

を発表をしております。１月の前回の調査の段階か

ら見ますと、約３万３，０００人の方が職を失うと

いう数字になっています。この１５万７，８００人

の中に、豊後高田にお住まいされてる方々がどれく

らいこの中に入っているのか、一番市民としては知

りたいとこなんですけれども、高田の企業で働いて

る方で、どれぐらいが今回の不景気の影響受けて職

を失うような結果になってるのか。特に３月末は一

番打撃が大きいと思うんですけれども、どのように

掌握されているのか。高田の企業だけじゃなくて、

豊後高田に住みながら、国東や杵築や、あるいは日

出や、宇佐や、中津やと働いてる方々で、実際に職

を失った方がどれだけあるというふうに推定されて

るのかね。そのことを市長はどのように痛みを感じ

てるのかね、認識をしてるのか、その辺市長の見解

をお尋ねしたいと思うわけであります。 

 もう一つは、何といっても大事な点は、この派遣

切りとか、期間工切りによって職を失った人々、す

べての人々に対して、住居や生活や、あるいは再就

職をさせるために、行政としての支援を行う、それ

からこれ以上大量な解雇をもう絶対に許さないと、

そのために、やっぱりこの元である大企業に対する、

政府が指導監督を強めることが一番元になるんです

けれども、そういうようにするためにも、市長が一

骨折ってもらいたい。それから、二度とこうした政

治災害を起こさないためにも、この法律を抜本的に

改正が必要だと思うんです。その辺、やっぱ市民の

この命や暮らしを守っていくために、市長として、

政府関係機関に働きかけていただきたいと思うんで

すけれども、市長の見解を求めます。 

 次が、介護保険条例、第３０号議案についてなん

ですけれども、厚生労働省もこういう時世の下です

から、何とか介護保険料の値上げを抑えなさいと、

最低据え置きにしなさいと、貯め込んでる金も全部

使ってしまいなさいと、一般財源からも繰り入れて

もいいですよということになって、全国的には、値

上げをしないという方向で努力をされています。県

内でも随分大幅に下げるとこもあります。宇佐でも

中津でも大幅な値下げになりました。ところが、高

田の場合は、わずかですけれども基準額の値上げに

なりました。で、何とか、これ基準額でいったら、

月にしたら８０円、年間にしたら９６０円の値上げ

なんですけれども、せめて厚生省の指導並みに年間

９６０円はやっぱり引き下げてですね、この据え置

きをすべきだったと思うんですけれども、それがで

きなかった、なぜできなかったのか、市長のですね、

政治的見解を聞きたいんですよ。 

 それから、やっぱり一般財源からも繰り入れても、

やろうと思ったらできるわけでしょう。あるいは計

画のこの給付費をちょっと引き下げればね、計算上

でもやれるわけなんですよね。やれるでしょうそれ

は。だって余ったんですよ。中津はね、中津は余っ

て大事なんよね。大事やったんですよ。給付費計画

作ったけど、計画どおりいかなかったね、そうでし

ょう。それ宇佐の場合は、前の時は足らなくて借り

たんですよね。今度は、宇佐はまた余ったんですよ。

高田の場合も余るような計画じゃなくてね、やっぱ

り少し足らないで借りてもいいわけやから、何とか

ね、据え置きですべきだったと思うんですよ。策定

委員会でそういう意見なんか出なかったんですかね。

その辺、今回こういう条例改定になったその根拠に

ついてね、説明してもらいたいと思います。 

 次が、関連する一般質問でね、もう何度も言って

おりますけれども、本当にこう年金生活者の中で、

もう年金そのものが少なくて、もう介護保険料の負

担でやっぱりね、そら市長の給料から見ればほんの

わずかのものといえるかもしれんけどもね、本当に

生活困窮者ちゅうのは、介護保険料の保険料の負担

が大変、利用すれば１割の利用料が大変ということ

で、なかなかね、サービス受けたいけど受けられな

いという方も多いわけなんですよね。よって、大分
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市、県下では一番いいのが大分市の減免条例ですね、

などを学んでみてですね、その収入実態が本当にひ

どい方についてはね、それは独自の軽減措置を実施

をし、お年寄りを守るべきだと思うんですけれども、

それがなぜできないのかね。する考えがあるのか、

見解を求めます。 

 それから、もう一つは、介護現場で働く方々の労

働条件の改善の問題なんですよね。もう全国的に大

問題になっておりまして、政府もとうとう認めて、

報酬を３パーセント引き上げることまでになったん

ですよね、いまではですね、介護現場で人材が不足

してるというのが大きな問題になってるんですけど、

それはあまりにも低すぎるこの賃金とか、労働基準

法さえ守られてないような労働条件とか、本人たち

は、本当に高齢者の尊厳を大切にしたいという初心

を活かしてね、誇り高く仕事したいんだけれども、

なかなかそういう労働環境になっていない、劣悪な

状況とかありましてですね、この人材不足が続いて

るわけですね。 

 よって、介護労働者の労働条件の改善は、介護を

利用している人の生活と人権を守っていくためにも

極めて大事な問題だし、この不景気の中で雇用拡大

していくためにも、やっぱりこの労働条件改善とい

うのは、市民にとってもですね、もう大事な問題だ

と思うんです。よって、報酬が３パーセント上がっ

たけども、自動的に現場労働者の賃金が上がるとい

う保障がないんでね、やっぱり市内の関係する事業

所に市長が働きかけてもらう。基本的には、もっと

３パーじゃなくて、５パーも１０パーも上げろとい

うように政府に働きかけると同時に、やっぱりその

増額された分は豊後高田市内の事業所の労働者がね、

労働条件が改善されるように市長として働きかけて

もらいたいと思いますが、いかがでございましょう

か。見解を求めます。 

 次が第３３号議案の道路の占用料の改定について

であります。 

 この問題は、もう私も議員を４０年近く続けさせ

てもらってるんですけれども、この間何度もですね、

やっぱり九電から貰うべきものは貰えということで

議論しましてね、何回かこの間改正をされてきまし

て、引き上げられてきたんですね。今回みたいに、

一度にこんなに大幅に占用料金が引き下げられると

いうのは、私の議会活動では初めてのことなんです

ね。しかし、先程市長は、議案の末尾にその理由の

説明書いてるから読めばわかるというけれどもね、

それ読んでみましても、地価の大幅下落などを背景

にと書いてるわけよね。ところがね、こんなに大幅

に市内の地価が下がってるかちゅうわけよね。どう

いうことかといいますと、九州電力からもらってい

る市道に立っている電信柱１本当たり１年間が、い

ままで１，６００円だったんですよね。１，６００

円ずっと貰ってきてたんですよ。最初は安かったで

すよ。とうとう１，６００円までいっとったわけね。

今度これを１，１００円にすると。いわゆる５００

円一遍に値下げをするわけですよね。５００円とい

えば、引下率が３１パーセントになるんですよね。

そんなにね、３１パーセントも地価が下がったんで

すかちゅうわけね。我々の給料だって３１パーセン

トも下がってないでしょう。なんで、そんなら九電

の儲けが下がってるかといったら、九電のデータ見

てごらん、どんな状況だって、九電も儲けを出して

るじゃありませんか。内部留保もあるじゃありませ

んか。 

 なんでそれがね、いまになって、３１パーセント

も九電から、あるいはＮＴＴからのね占用料を引き

下げなければならないのかと、私は納得できないん

ですよ。なんでそういうことになったのか、市長説

明してください。 

 それから、最後に報告、報の報告第２号について

なんですけれども、この二つの件につきましてもで

すね、やっぱり市の管理責任を問われる問題で、賠

償しなければならないことになったわけなんですよ

ね。こういう事故が度々起こっているんですよ。そ

のことを市長としてはどう管理上の責任を感じてお

られるのか。今後このこういう事故を起こさないた

めに、この教訓をどう活かそうとしてるのか、市民

の前に説明していただきたいと思います。 

以上であります。 

○議長（中山田健晴君） 保険年金課長南松豊久君。 

○保険年金課長（南松豊久君） 第２号議案、平成

２１年度国民健康保険特別会計予算についてお答え

します。 

 国民健康保険税の予算については、保険給付費、

後期高齢者支援金、介護納付金など、積算された支

出見込総額から、国庫負担金、国及び県の調整交付

金、その他の収入額を控除した額が国保税として財

源となるものでございます。 

 質疑のありました、歳入の１款、国民健康保険税

については６億７１３万４，０００円を予定してお

りまして、前年度予算対比で４，９０７万４，００
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０円８．８パーセントの増を見込んでおります。昨

年の３月定例会において、税率改正をお願いしたと

ころでございまして、平成２１年度の国保の財政運

営につきましては、現行税率で運営できるものと考

えております。前年度対比で増額となった要因とい

たしましては、保険給付費の増加に伴うものが主な

ものでございます。 

 次に、歳出の２款、保険給付費についてでござい

ますが、給付費については、インフルエンザ等の流

行病により大きく左右されることから、過去５年間

の給付実績により、伸び率と被保険者数の変動など

を考慮して算出したものでございまして、２２億８，

０１８万５，０００円を予定しております。前年度

予算対比で１億３，７１０万２，０００円、６．４

パーセントの増を見込んでおります。 

前年度対比で増額となった要因といたしましては、

第１５号議案の平成２０年度国民健康保険特別会計

補正予算として、保険給付費の増額をお願いしてお

りますように、平成２０年度当初予算編成時におい

て見込んだ予算に１億円を超える不足が生じる見込

みとなっておりまして、医療費の増加が主な要因と

なっております。 

 次に、関連一般質問についてお答えします。 

 国民健康保険事業は、保険税と国庫負担金等の特

定の収入を財源として、これを保険給付、その他の

特定の支出に充てる独立性を有するものであること

から、一般会計と区分し、特別会計を設けることと

されています。 

 国保特別会計において、一般会計繰入金として計

上しているものといたしましては、軽減した保険税

に充てる保険基盤安定制度に係る繰入れ、出産育児

一時金の繰入れ、財政安定化支援事業の繰入れ、事

務費の繰入れでございまして、質疑のありました保

険税率を引き下げるための一般会計からの繰入れは

困難でございます。 

 次に、第３号議案の関連一般質問部分の、保険証

の取り扱いについてでございますが、後期高齢者医

療制度の財政運営は、被保険者の医療費等の費用を

国・県・市町村の公費、現役世代からの支援金及び

保険料で賄われております。一定期間の滞納者に対

して保険証を返還させて、短期保険証、資格証明書

を発行することにつきましては、被保険者間の保険

料負担の公平性を継続し、窓口等での納付相談の機

会を確保して交付することとなっております。しか

しながら、法令で定める期間の保険料を滞納したこ

とにより、一律的に短期保険証や資格証明書を発行

するものではなく、法律上に規定されている特別な

事情等に該当する場合は、資格証明書を交付しない

こととなっておりますので、保険料を滞納してる方

については、きめ細かな納付相談を行い、滞納理由

や生活状況等を充分に把握して、適切に対応してま

いりたいと考えております。 

 また、資格証明書の取り扱いについては、大分県

広域連合内で統一した見解により運用されることか

ら、現在、広域連合において、統一基準の要綱を構

成市町村と協議しているところでございます。 

 次に、国への働きかけについてでございますが、

後期高齢者医療制度については、平成２０年４月か

ら施行され、約１年が経過しようとしてます。この

間、制度の施行状況等を踏まえ、制度の円滑な運営

を図るため、年度途中ではありましたが、低所得者

に対し、保険料の軽減対策などが講じられたところ

でございます。 

高齢者の方々の医療費を国民全体で支え合うとい

う後期高齢者医療制度の趣旨は守らなければならな

いと考えておりまして、現在、市長会を通じ、制度

の実施状況を把握し、円滑な実施のための充分な財

政措置を講じること、及び制度の見直しを行う場合

は、地方の意見や実情を充分に踏まえることを要望

しているところでございます。 

 次に、第５号議案、平成２１年度介護保険特別会

計の保険給付費についてでありますが、保険給付費

の算定につきましては、現在までの給付状況を基に

計上したものであります。 

 第４期事業計画と比較いたしまして、平成２１年

度の計画上の標準給付見込額は２４億２，８５５万

２，３７５円に対し、保険給付費予算額は２３億６，

１１２万９，０００円でございます。これは、当初

予算編成時において、介護報酬の改定率が確定して

いませんでしたので、３パーセントの上昇分は加味

していない予算額でございます。 

 また、保険料の上昇要因については、主に制度改

正による影響でございます。 

内容といたしましては、介護報酬の改定、第１号

被保険者負担割合が１９パーセントから２０パーセ

ントへの上昇、さらに、保険料負担段階第４段階の

細分化を行い、基準額に乗じる保険料率を軽減した

影響でございます。 

次に、第３０号議案、豊後高田市介護保険条例の

一部改正についてでありますが、介護保険料の算定



３月１０日 

 - 19 - 

にあたって、まず、第１号被保険者数につきまして

は、住民基本台帳の人口を基に推計し、要介護、要

支援の認定者数は、現在の認定率等を基に推計を行

っています。 

給付率につきましては、給付実績を基本とし、要

介護度別、サービス種類別の利用状況や、利用者数

の伸びなどを分析し、各年度における利用料の推計

を行い、４月から改正されます報酬単価の改定を加

味して算定を行いました。 

次に、保険料の負担段階の設定についてでありま

すが、６段階設定を基準とし、介護保険法施行令等

の改正に基づき、激変緩和措置が平成２０年度で終

了することにより、第４期計画についても、低所得

者への負担軽減を考慮して、保険料負担段階第４段

階の細分化を行い、基準額に乗じる保険料率を軽減

したところでございます。 

内容につきましては、公的年金等の収入額及び合

計所得金額の合算額が８０万円以下のものについて、

保険者の判断により、その基準額に乗じる割合を軽

減できる内容であり、新たに軽減枠を設定し、所得

の低い方に配慮したところでございます。 

 また、第４期事業計画においては、制度改正によ

り、第１号被保険者の保険料負担率の変更、介護従

事者の処遇改善を図るため、介護報酬の改定が行わ

れるところでございます。内容としては、負担率が

１９パーセントから２０パーセントへ改正、報酬改

定については、約３パーセントのプラス改定が行わ

れ、このプラス改定に伴い、保険料の上昇分を段階

的に抑制するため、平成２１年度は、改定による上

昇額の全額、平成２２年度は、改定による上昇額の

半額を、国費により被保険者の負担軽減を図るとこ

ろでございます。 

 これらの数値を基に、第４期事業計画期間中の保

険料を算定し、国の三原則に基づき、現在までの基

金積立額約７，６００万及び今期基金積立予定額２，

７００万の繰入れを行い、合計１億円の基金の取り

崩しを行い、保険料の負担軽減を図ることにいたし

ました。その結果、第４期の基準額は４，２４０円

となり、第３期の基準額と比較し８０円の上昇とな

りましたが、報酬改定に伴う特例交付金により保険

料の上昇を段階的に抑制する措置を講じ、基準額を

平成２１年度は、上昇額の全額を抑制した４，１２

１円、平成２２年度は、上昇額の半額を抑制した４，

１８１円、平成２３年度は、４，２４０円と決定し

たところでございます。これにより、第４期中の３

年間平均上昇額は、第３期と比較し、２０円の上昇

に抑えることができました。 

 次に、介護保険料の減免制度でございますが、先

程ご説明いたしましたように、保険料負担第４段階

の細分化を行い、新たに軽減枠を設定したところで

ございます。今後においても、国の基準に基づき実

施してまいりたいと考えております。 

 次に、介護報酬についてですが、国への働きかけ

については、全国市長会等を通じて今後とも働きか

けていきたいと考えております。 

 事業所への行政指導についてですが、国も一定期

間をおいて検証を行うようになっており、その内容

を見極めながら状況を確認し、指導していきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） 税務課長尾造正直君。 

○税務課長（尾造正直君） それでは、大石議員の

第３号議案の後期高齢者医療保険料の徴収率につい

てお答えします。 

 今年度の保険料は、大分県後期高齢者医療広域連

合から、豊後高田市の保険者数に対して、一人当た

りの賦課額を積算して、軽減額を差し引いた総額の

保険料に徴収見込率９８パーセントを掛けた額が今

回の予算要求額であります。これに対して特別徴収

及び普通徴収に振り分けしたものでございます。 

 滞納繰越分普通徴収保険料につきましては、平成

２０年度滞納見込額は、当初予算編成段階での滞納

繰越見込額６６３万４，０００円に対し、徴収率１

２パーセントを見込んで予算計上しているものでご

ざいます。 

以上であります。 

○議長（中山田健晴君） 財政課長野村信隆君。 

○財政課長（野村信隆君） 第１４号議案について

お答えします。 

 今回の補正予算では、国の地域活性化生活対策臨

時交付金を活用し、地域振興基金積立金、企業立地

促進奨励金を計上したところでございます。 

 地域振興基金積立金３億８，４６９万６，０００

円につきましては、地域活性化生活対策臨時交付金

１億１，９９７万８，０００円と一般財源２億６，

４７１万８，０００円を充当してます。 

 一般財源を追加した考え方といたしましては、企

業立地促進奨励金は、本来ならば、一般財源が充当

されるものでございますが、今回、地域活性化生活

対策臨時交付金が奨励金に充当できることから、そ
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の一般財源の振替部分を基金に積み増しいたしまし

て、平成２１年度補正予算以降の地域活性化に資す

る事業の財源として活用するためであります。 

 以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） 商工観光課長桑原茂彦君。 

○商工観光課長（桑原茂彦君） 第１４号議案の関

連一般質問部分についてお答えいたします。 

 本市の市民の方で職を失った労働者はどれだけあ

ると認識しているのかとのご質問でございますが、

実態把握を行うことは困難でございます。 

 次に、派遣切り、期間工切りによって職を失った

方々に、住居、生活、再就職の支援を行うことにつ

きましては、このように急激に変化する雇用情勢に

迅速に対応できるよう、昨年の１２月１８日に、豊

後高田市緊急雇用等総合対策本部を設置いたしてお

ります。 

 対策本部では、雇い止めや解雇などの雇用調整の

影響を受けた非正規労働者等や中小企業者について、

総合的な対策を講ずることといたしておりますので、

離職者に対する雇用相談や、居住相談、新規就農相

談及び中小企業者に対する金融相談等に迅速かつ総

合的に支援を行っているところであります。 

 次に、大企業へ監督指導並びに抜本的な法律改正

につきましては、今後の国の動向を注視してまいり

たいと考えております。 

 ただし、本市に立地する企業につきましては、ワ

ークシェアリング等を実施するなど、大変な努力を

していただいておりますので、市といたしましても、

さらに企業に対し、雇用の確保に特段の配慮をして

いただくよう強くお願いしてまいりたいと考えてお

ります。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） 建設課長河野義雄君。 

○建設課長（河野義雄君） 第３３号議案、豊後高

田市道路占用料徴収条例の一部改正についての道路

占用料の改定についてお答えいたします。 

 平成２０年４月に道路法施行令の道路占用料が改

正されたことから、現在、全国的に道路占用料徴収

条例の改正が行われており、県下１４市の内、１３

市においては、本年４月から、他市の１市につきま

しては、平成２１年度の条例改正を予定しておりま

す。この道路占用料の改定は、近年の全国的な地価

の下落等を背景にするもので、平成８年の改正以来

１０年ぶりとなるものでありますが、豊後高田市に

おいても、地価の下落等が認められるところでござ

います。 

 今回の道路占用料の改定単価につきましては、県

下実態との均衡から、これまでと同様、九州沖縄地

区道路占用料改定検討委員会において決定された、

九州統一単価に基づいて定めるものであり、本市が

独自に実情に合った占用料を算定することは、技術

的にも困難であります。 

 また、本柱の占用単価の種別区分の適用につきま

しては、占用者による現状の把握が不可能とのこと

から、地域の平均値を採用したいと考えております。 

 次に、報第２号、損害賠償の額の決定及び示談に

ついての損害賠償の原因と今後の対応でありますが、

事故の現状につきましては、相手方車両が交差点を

右折通過する際に、交差点右端に設置しておる集水

桝の鉄蓋を跳ね上げ、車両底部を自損したもので、

事故の発生状況を踏まえ、相手方と示談によって賠

償額を決定したものであります。 

 市道のパトロールの調査につきましては、建設課

によって実施していますが、環境課の不法投棄パト

ロールに併せて道路パトロールをお願いをしており

ます。また、全職員にも通勤時にお願いをしている

ところでございます。 

道路施設の管理につきましては、現況の調査と市

民の皆様から寄せられる道路情報に即応した適正な

維持管理を図ってまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） 農林振興課長井上晃一君。 

○農林振興課長（井上晃一君） 報第２号の２につ

いて、事故の概要と今後の対応についてお答えいた

します。 

 平成２１年１月３０日午前７時２０分頃、本市と

杵築市山香町を結ぶふるさと林道豊後高田山香線に

おいて、山香町から豊後高田市方面に向けて走行中

の車両が、山からの落石に乗り上げ、車両底部を破

損したため、今回損害賠償額を決定し、示談したも

のでございます。 

 今回の事態を受け、当該路線については、ドライ

バーに対する注意喚起の標識を設置いたしました。

これまでの主要林道の管理につきましては、定期的

な検査を、点検を実施し、交通に支障をきたす支障

木や落石の撤去等行ってまいりました。今後につき

ましても、これまでと同様に、定期的な点検を実施

し、安全性の確保に努めてまいります。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） ２２番大石忠昭君。 
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○２２番（大石忠昭君） 再質問をしたいと思いま

す。 

 最初が国保についてなんですけれども、縷々説明

がされましたが、一番大事なその市長の政策的姿勢

に関わる引き下げのためにね、どうするかという問

題がないんですよ。南松課長の答弁はね、事務的に

はそれはちゃんと正確な答弁だったと思うんです。

よって、市長にね、やっぱりいまの課長のお話では、

一般会計からの繰入れは云々と言われたけれども、

財政支援安定化資金については、これは課長に聞い

てもいいんだけども、高田の場合１００パーセント

入れればもうかなりの額が増えることになるんじゃ

ないんですかね。別府もそれを丸々１００パーセン

トということにしたんですよ、今回ね。それを繰り

入れることは、なんら問題ないでしょう。いま８０

パーセントしか入れてないでしょう。それはどうな

のかね。 

 その他についてもね、大分や別府や佐伯市では、

市長のやっぱ政治的判断でね、これだけ困ってる市

民の負担を軽くしようということで一般財源から繰

り入れしたんですよ。２億３億単位ですよね。やろ

うと思ったらできるんですよね。うちで３億もやれ

なんか言ってるんじゃないんですよ。幾分でもね、

やっぱり３，０００万でもいいから下げるようなね、

やっぱ市長の政治手腕を発揮してもらえんでしょう

か。市長の見解をもう一度聞きます。これ大事な問

題なんです。 

 次は、後期高齢者医療でですね、いまの答弁では、

税務課長の答弁では、保険料の滞納繰越の解決は、

この予算ちゅうのは２０年度の滞納額の１２パーセ

ントしかみてないというふうに答弁だったと思うん

ですよね。だから滞納ある、１年間の滞納の１２パ

ーセントしか新年度では徴収しないということは、

いわゆる２０年度の滞納そのままするということで

しょう。１２パーセントちゅうと８８パーセントの

税金は残るということの計算になるんですよね。そ

うすると、いま、南松課長からあったように、後期

高齢者の保険証の取り上げ、いわゆる資格証明に結

び付くんじゃないかという気がしてならないんです

よ。だから、やっぱり滞納されてる方については実

態調査をされましてね、納められる方は納めてもら

う。どうしても無理な方についてもね、やはりこの

保険証取り上げないようにしてもらいたいと思うん

だけど、最初から１２パーセントしかもう滞納整理

しないということは、どうせ滞納残るんだから、そ

の方については、保険証取り上げるんだと同じこと

につながらんですかね。 

 ね、だから、その関連で、いま、南松課長の答弁

では、何とかそう機械的な取り上げじゃなくて考慮

しようと。広域連合と市町村がよく協議して要綱決

めようということなんだけど、もう決してね、悪質

な滞納者と、本当一般の滞納者は区別をして扱って

もらいたいと思うんですけれども、その辺のね、や

っぱり高齢者に被害を与えないように、保険証取り

上げられたことで医者に行けなくて死亡事件が起こ

るなんちゅうことのないようにですね、してもらい

たいと思うんですけれども、その点どうなのか。 

 それから景気対策の問題で、地域振興基金に３億

８，０００いくら積み立てましたわね。で、これの

有効活用については、２１年度から３年間で使って

いくことになると思うんですけども、今のところど

ういう事業計画になってるのか。市民の前に、３億

８，０００万の内のどれぐらいの活用計画なのか示

してもらいたいと思うんです。 

 企業振興のほうはそれでいいですね。 

 それから、あと、介護保険料の改定問題で、南松

課長の説明でなかったんですけれども、なかったん

ですけれども、今回ね、私たちが主張してきました

ように、４段階の方で、４段階の方というのは、自

分は非課税だけども家族の中に課税者がおる場合、

ここの非課税者の年金が少ない人が一番大変だった

んですわね。前は２段階の人が大変だったんだけど、

３年前の改定で２段階８０万円以下については１段

階と同じにしましたからね、この高田では約２，３

００人の方が安くなったんですよ、３年前はね。今

度は、この私たちがいままで指摘してきた同じ非課

税でも、家族が課税があったときには高い料金だっ

た。４段階ね。それが８０万以下については、ラン

クを１個ん付けまして、この方が１，０００約５０

０人ですね。１，５００人については、今回は下が

るんですよ。一番今回下がるのはここの部分ですよ

ね。３年間でしましたら２万４，８５２円下がるこ

とになります。このことは私たちが主張してきたこ

とで、これは評価できるんですよ。しかしながら、

基準額がね、その８０円上がると、しかし初年度は

３パーセント分を国が持つ、２年目は半分持つから、

平均したら２０円の上がりじゃないかと南松さん言

うけれどもね、それならば、やっぱり厚生省の指導

どおりにね、何とか値上げを抑えるぐらい、ちょっ

と事業計画調整すればできたと思うんですけどね、
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それがなぜできなかったのか。やっぱ市長の政治的

な問題なんですよ。豊後高田も、ちょっと値上げし

ないで済んだんだというようにしてもらいたかった

と思うんですけれども、市長の見解をもう一回求め

ます。 

 それから、もう一つは、これ大事な点なんですよ、

市長ね。値上げするのか、据え置きかちゅうの、別

府は据え置きできました。とうとうね。調整しまし

て。うちは上がったんですよ。８０円の値上げです

よね。中津も宇佐も５００円、７００円と値下げな

んですよね。うちは８０円の値上げなんですよ。で、

よって、もう１点は、介護労働者に対するね、事業

所に対する行政指導ができないかという点で、市長

の見解もう一回求めます。 

 それから、道路占用料についても、それに従わな

かったら、法律違反で何か罰則規定があるちゅうこ

とじゃないでしょう。だから、本当は条例否決した

ら、そのまま九電から取れると思うんですが、その

辺はどうなのかね、見解求めます。 

 以上です。 

○議長（中山田健晴君） 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君） それでは、私のほうから３

点についてご答弁申し上げます。 

国民健康保険につきましては、一般財源を繰り入

れたらどうかということでございますけれども、や

はり、私の考え方としては、これは独立性というこ

との中で、我々はそういう診療費そういうものを、

健康を保ってできるだけ診療費払うものを少なくす

るような努力をみんなでしたいとそう考えておりま

す。 

 それから、介護保険料の話ですけれども、ちょう

どたぶん中津、宇佐が私どもの１期と同じようなこ

とで、随分１期のときに大石議員さんから随分やら

れました。その結果として、たくさんの基金ができ

たと。それで２期、それからそういうことの貯金で

やったわけであります。まあ、ちょうどたぶん、宇

佐、中津はそういう状況だろうと。 

 それから、私ども何とかしておっしゃるとおりで、

値段を上げたくないということの中で、実は基金が

いまあるのが７，０００万、この２０年度にできる

のが２，７００万だろうと。だから、それまで取り

崩して何とか基金をゼロにするような格好にして下

げたのが、その結果として２０円は上がるという、

そういうものになったということで、そういう努力

もぜひ認めていただきたいと思う次第でございます。 

 それから、介護労働者に対するものというのは、

私どもそういう命令権はありませんけれども、事業

者に対しましては、そういうお願いはぜひしていき

たいとそう思っております。 

その他につきましては、担当課長にさせます。 

以上です。 

○議長（中山田健晴君） 財政課長野村信隆君。 

○財政課長（野村信隆君） 地域振興基金積立金の

分であります。一応今回の地域活性化生活対策臨時

交付金を１億１，９９７万円と一般財源の部分２億

６，４７１万円を合計した分でありますけど、基金

１億１，９９７万円の分は、国の地域再生戦略それ

から生活対策に資する事業に充当するということで

あります。それから、一般財源振り替えた分につき

ましては、国の縛りがございませんので、今後幅広

く充当できるものと思いますので、今後の予算編成

の中で検討していきたいと思っております。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） 保険年金課長南松豊久君。 

○保険年金課長（南松豊久君） 後期高齢者医療の

滞納者に係る資格証明等の交付についてですが、現

在、広域連合のほうで取り扱いについて要綱等決め

るように協議しております。実際の実務が始まるの

は８月頃と予定しております。すべての、滞納があ

る方すべてに資格証明等を発行するものではなく、

納税相談等適宜行い、対処してまいりたいと思いま

す。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） 建設課長河野義雄君。 

○建設課長（河野義雄君） 大石議員の再質問にお

答えいたします。 

 いままでどおり行ったものであり、高田だけでは

ありませんので、条例の否決についてはしないでい

ただきたいということでございます。よろしくお願

いいたします。 

○２２番（大石忠昭君） 終わります。 

○議長（中山田健晴君） 議案質疑を続けます。 

 １６番川原直記君。 

○１６番（川原直記君） １６番の新友会の川原で

ございます。 

今回、第１１号議案、ケーブルネットワークの特

別会計についてお尋ねいたします。 

 まず、１款１項の各委託料は、今年度、新年度、

数社の入札で行うのか。 

また２番目として、ふるさと雇用再生特別交付金
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事業委託料の内容について伺いたいと思います。 

 それから、１款１項の修繕料でございます。どち

らかというと、できてほやほやという感じなんでし

ょうが、この修繕料もやっぱり予算として上がって

おりますので、どういったことを想定しているのか

を聞いてみたいと思います。 

 それに、２款１項ケーブルネットワークの施設整

備事業費６，０００万ほど上がっております。この

内容についても伺ってみたいと思います。 

 それから、関連する一般質問でございます。 

当初、市長の肝入り、また合併当初の皆さんの希

望でこのケーブルネットワークができたと思います

が、いまの職員数の適正数かどうか、また、将来ど

ういった方向をこのケーブルセンターを目指すのか、

運営形態について、市長の見解があればお聞きした

いと思います。 

第一回目の質問、以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） 企画情報課長中嶋栄治君。 

○企画情報課長（中嶋栄治君） 第１１号議案に関

する質疑についてお答えいたします。 

 委託料に計上いたしました各種の委託料につきま

しては、ケーブルネットワーク施設における通信関

係施設保守、放送関係設備保守、伝送路関係保守、

伝送路関係の移設撤去の委託料に大別されます。 

 通信関係保守及び通信関係の伝送路の保守につき

ましては、ＩＲＵ契約により、ケーブルネットワー

ク施設を貸し付けて、ＮＴＴ西日本による光電話等

の提供を行っているため、その保守関係委託につき

ましては、ＮＴＴ西日本に限定されます。また、放

送関係施設保守につきましては、設備整備工事にお

ける総合評価入札に係る事項ですでに決定されてい

るため、施設整備施工者のＮＴＴ西日本九州で行う

ことになります。 

 さらに、伝送路の移設、施設整備撤去の委託につ

きましても、同様に通信業務ＩＲＵ契約との関連か

ら、施設整備施工者のＮＴＴ西日本九州となります。

このため、これらの委託料は入札行為を実施しての

契約とはならないものでございます。 

 また、自主放送番組制作支援業務委託につきまし

ては、当初は、数社の入札により業者を決定したと

ころでございますが、本放送が開始されてから１年

を経過しておらず、放送番組の統一性を保ち自主放

送の制作方針が確立されるまでの間につきましては、

引き続き、同一業者により支援業務を継続したいと

考えております。 

 次に、ふるさと雇用再生特別交付金事業委託料の

内容につきましては、緊急雇用に関する国の補助事

業を活用し、自主放送における地域の出来事やニュ

ースなど幅広く提供するために、より多くの番組取

材が必要となることから、取材活動時のカメラアシ

スタントとして制作支援委託者に２名の新規雇用を

委託し、派遣していただく予定であります。 

 次に、修繕料に計上した内容につきましては、取

材用のカメラ等の機器補修費１００万円、伝送路修

理に２４０万円、告知端末等機器の修理代１４４万

円、公用車の車検料９万５，０００円を計上いたし

ております。 

 次に、ケーブルネットワーク施設整備事業費につ

きましては、２０年度に引き続き、新規加入の引き

込み及びこれに関連する伝送路の増設工事、工事に

関する管理業務及び新規引込工事に関係した電柱に

ケーブルを布設するための必要な電柱補強負担金を

計上いたしており、新規の引き込みを２１年度は３

００件程度と予定いたしております。 

 なお、工事期間につきましては、債務負担行為に

より３年間の工事期間といたしております。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君） それでは、私から関連一般

質問、ケーブルネットワークセンターの将来につい

てのご質問にお答えいたします。 

 現在、ケーブルネットワークセンターに従事する

職員は、職員が３名と嘱託２名でございます。まだ

１年経ってません。やっとよちよち歩きをしている

状態だと思っております。 

このセンターについては、私もいろいろいままで

検討した結果の中では、やはり臼杵のような民間で

やっていくのが一番いいとそう思っておるところで

ございます。それと同時に、やはり職員が多ければ

多いだけいいというわけではないですけど、やはり

いろんな充実した番組を作ろうとすれば、職員は多

いに越したことはないと思います。 

 そういう面で、これから２１年度に検討させます

けれども、職員の勤務形態、どういうふうにするか、

民営にするか、直営にするか、そこのところと、そ

れからまた充実するために、どれくらいまで充実さ

せるのか、職員数をどうするかということを２１年

度において検討してみたいと思ってます。 

 私のいまの考え方としては、民間、民営がいいん

じゃないか、職員もそれなりの職員が必要ではない
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かと、そう考えるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） １６番川原直記君。 

○１６番（川原直記君） これ計画をしたときに、

総合評価入札というようなことがありましたので、

その辺も、そのときにすでに委託料等も数年間は同

じところでするというようなことが決まっていたか

どうかをちょっとお知らせいただければと思います

し、また、自主放送番組の現在請け負ってる会社の

住所や社名がわかれば、わかればちゅうか、お知ら

せをいただきたいと思いますし、ふるさと雇用再生

特別交付金事業で、今年度含めて数年、数年はそれ

が活用できるのでしょうが、その後は、それがそう

いった委託料を含めた雇用できるような費用は出な

いかなと思っております。そういったときに、その

数年後には、そういった増えた時はいいんでしょう

けど、減ったときの対応はどうするのかということ

も一緒にお聞きしたいと思いますし、総体的にです

ね、私以前たぶん１９年３月ぐらいだったと思うん

ですが、一般管理費が１億５，０００万ぐらいで対

応できるというようなお話が当初あったと思います。

現在、この予算みますと、１億７，０００万円とい

うことになっておりますので、その辺のオーバーで

する要因等が検討しておりましたら、それもお聞か

せいただければと思っております。 

いずれにしても、まだ１年足らずのことでござい

ますので、今後の方向を見据えてはいきたいと思い

ますが、当初より、そういったことで、初めの予定

よりも大きな予算がいるということで、今後の数年

後の危惧もしておりますので、その辺も一緒にお聞

かせをいただければと思います。 

○議長（中山田健晴君） 企画情報課長中嶋栄治君。 

○企画情報課長（中嶋栄治君） 再質疑にお答えを

申し上げます。 

 まず、施設整備に関する総合評価入札の事項でご

ざいますが、建設構築費とは別に、５年間、放送関

係施設につきましては５年間の保守費を同業で上げ

るようにその中の仕様でしておりまして、それも決

定時の項目に入ってございます。 

 それから、制作支援業者、現在の制作支援業者は

株式会社デジタルバンクでございます。 

 それから、運営管理費が約２，０００万ほど多い

のではないかという形が出てきておりますが、これ

につきましては、現在までのいろんな形での維持補

修の関係、それから道路の移設等にかかわって、ど

うしても伝送路を張り直す必要があります。そうい

うところの部分につきまして、年間の概ねの経費を

算出いたしましたところ、だいたいその２，０００

万程度多くなってるというところがございます。当

然これは予定でございますので、現在のところどう

いう形で収束するかというのは、また今後の話だろ

うと思っております。 

 それから、先程言いました委託者の２名につきま

しては、先程市長からご答弁申し上げましたように、

２１年度につきましては、いろんな形で運営形態を

見直すことに、見直すといいますか、検討すること

になっております。その中で検討していくことだと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中山田健晴君） １６番川原直記君。 

○１６番（川原直記君） いま答弁いただきました

ので、改めての答弁はいりませんが、いずれにして

も一歩踏み出した中での事業でございます。皆さん

からの視聴料も上げられないような状況でございま

すし、一般財源からの持ち出しもなかなか難しいよ

うな状況で現在進んでおります。極力抑える形での、

その範囲の中での運営をぜひ心がけていただきたい

と思いますし、今後、市民に対して大きな別な負担

がないようなやり方をぜひ行っていただきたいと思

います。 

以上です。 

○議長（中山田健晴君） これにて質疑を終結いた

します。 

 ただ今議題となっております第２号議案から第１

２号議案まで及び第１４号議案から第３３号議案ま

でについては、お手元に配付いたしました議案付託

表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いた

します。 

○議長（中山田健晴君） 日程第７、予算審査特別

委員会の設置及び委員選任についてを議題といたし

ます。 

○議長（中山田健晴君） おはかりいたします。 

 第１号議案、平成２１年度豊後高田市一般会計予

算については、２２人の委員をもって構成する予算

審査特別委員会を設置し、これに付託のうえ審査す

ることにいたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、第１号議案、平成２１年度豊後高田市一
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般会計予算については、２２人の委員をもって構成

する予算審査特別委員会を設置し、これに付託のう

え審査することに決しました。 

 しばらく休憩いたします。 

     午後 ２時１７分 休憩 

     午後 ２時２９分 再開 

○議長（中山田健晴君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 私は一身上の都合により、議長の辞職願を副議長

に提出いたしました。 

 おはかりいたします。 

 議長辞職の件を日程に追加し、追加日程第１とし

て直ちに議題といたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山田健晴君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議長辞職の件を日程に追加し、追加日程

第１として直ちに議題とすることに決しました。 

○議長（中山田健晴君） 追加日程第１、議長辞職

の件を議題といたします。 

 本件は、地方自治法第１１７条の除斥の対象事件

であります。 

 よって、退席し、これより副議長と交代いたしま

す。 

 （議長中山田健晴君退席） 

 （副議長北崎安行君議長席に着席） 

○副議長（北崎安行君） 議長の職務を行います。 

 事務局長から議長辞職願を朗読させます。 

○議会事務局長（増田正義君） 辞職願 

 この度、一身上の都合により議長を辞職したいの

で、許可されるよう願い出ます。 

 平成２１年３月１０日 

 豊後高田市議会副議長 北崎安行様 

 豊後高田市議会議長 中山田健晴 

以上でございます。 

○副議長（北崎安行君） おはかりいたします。 

 中山田健晴君の議長辞職を許可することにご異議

ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（北崎安行君） ご異議なしと認めます。 

 よって、中山田健晴君の議長辞職を許可すること

に決しました。 

 中山田健晴君の入場を許します。 

 （７番中山田健晴君入場） 

○副議長（北崎安行君） 前議長中山田健晴君から

発言を求められておりますので、発言を許します。 

○７番（中山田健晴君） 発言の機会をいただきま

したので、一言ご挨拶とお礼を申し上げさせていた

だきます。 

 昨年３月に、この豊後高田市議会議長を拝命いた

しまして、私なりに浅学非才でありますが、一生懸

命務めてまいりました。皆様方のご指導ご鞭撻をい

ただきまして、何とか大過なくこの一年間要職を務

めることができました。本当にありがとうございま

す。 

今後は、一議員といたしまして、豊後高田市政の

発展のため、また議会発展のために努力してまいる

所存でございますので、今後とも一層のご指導ご鞭

撻をよろしくお願い申し上げまして、私の退任の挨

拶とお礼にいたします。本当にありがとうございま

した。 

（拍手） 

○副議長（北崎安行君） ただ今議長が欠員となり

ました。 

 おはかりいたします。 

 議長の選挙を日程に追加し、追加日程第２として

選挙を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（北崎安行君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議長の選挙を日程に追加し、追加日程第

２として選挙を行うことに決しました。 

○副議長（北崎安行君） 追加日程第２、議長の選

挙を行います。 

 選挙の方法は、投票により行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

 （議場閉鎖） 

○副議長（北崎安行君） ただ今の出席議員は、２

２名であります。 

 投票用紙を配付いたします。 

 （投票用紙配付） 

○副議長（北崎安行君） 投票用紙の配付漏れはあ

りませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（北崎安行君） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

 （投票箱点検） 

○副議長（北崎安行君） 異状なしと認めます。 

 ただ今から投票を行います。 

 念のため申し上げます。 
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 投票は、単記無記名であります。 

 投票用紙に被選挙人の氏名を記載のうえ、点呼に

応じて順次投票願います。 

 なお、白票は無効といたします。 

 点呼を命じます。 

○書記（近藤浩二君） それでは議席番号とお名前

を申し上げますので、順次投票願います。 

 １番近藤紀男議員、２番成重博文議員、３番安達 

隆議員、４番尾上真一議員、５番山田秀夫議員、６

番松本博彰議員、７番中山田健晴議員、８番河野徳

久議員、９番明石光子議員、１０番土谷 力議員、

１１番村上和人議員、１２番鴛海政幸議員、１３番

後藤龍太郎議員、１４番安東正洋議員、１６番川原

直記議員、１７番河野正春議員、１８番山本博文議

員、１９番菅 健雄議員、２０番堂園慶吾議員、２

１番徳永 浄議員、２２番大石忠昭議員、１５番北

崎安行議員。 

 （各議員投票） 

○副議長（北崎安行君） 投票漏れはありませんか。  

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（北崎安行君） 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

 （議場開鎖） 

○副議長（北崎安行君） 開票を行います。 

 会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に

１３番後藤龍太郎君及び１４番安東正洋君を指名い

たします。 

 よって、両君の立会いを願います。 

 （開票） 

○副議長（北崎安行君） 選挙の結果を報告いたし

ます。 

 投票総数 ２２票 

 これは、先程の出席議員に符合いたしております。 

 そのうち 

有効投票  ２２票 

無効投票   ０票 

であります。 

 有効投票の内 

  鴛海政幸君  ２１票 

  大石忠昭君   １票 

 以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は６票であります。 

 よって、鴛海政幸君が議長に当選されました。 

 ただ今、議長に当選された鴛海政幸君が議場にお

られますので、本席から会議規則第３３条第２項の

規定により、当選した旨、告知いたします。 

 鴛海政幸君に議長当選承諾及び挨拶を願います。 

○１２番（鴛海政幸君） 一言お礼を申し上げたい

と思います。 

 平成２１年の第１回目の豊後高田市議会の席に、

議長というひとつの厳正な投票をされたわけでござ

いますから、大変先輩の諸氏皆さん方が数多い中、

浅学非才な私が議長という重責を負うことになりま

した。心からご協力をありがたくお礼を申し上げる

次第でございます。 

非常に厳しい平成２１年度の経済状況ご承知のと

おりであろうと思いますが、皆様方の温かいご期待

にご協力に、私も行政と議会が両輪になり、そして

また地域住民の方のサイドに立って、今後は地域振

興に向かっての努力をしていかねばならないとこう

いうふうに思っておるところでございます。しかし

ながら、前中山田議長のように手腕はございません。

非常に微力で、皆様方のご支援なくしてはこの豊後

高田市の議会振興に向かっての取り組みは不可能で

あろうとこういうふうに思っております。今後は、

皆様方のご期待に添うよう、そして市民サイドの上

に立って豊後高田市の振興発展に向かっての努力を

賢明な方法で取り組んでいきたいとこういうふうに

考えております。 

 どうか、ひとつ、前中山田議長に増しますところ

のご指導とご協力をこの場をお借りいたしまして、

付してお願いをいたしまして、就任のお礼の挨拶に

代えさせていただきます。本当にどうもご協力あり

がとうございました。 

 （拍手） 

○副議長（北崎安行君） それでは、鴛海政幸議長、

議長席にお着き願います。 

 どうもご協力ありがとうございました。 

 （副議長北崎安行君退席） 

 （鴛海政幸君議長席に着席） 

○議長（鴛海政幸君） 初めて、先輩の前で不慣れ

な私が議長の席に座りました。今後とも先程申しま

したようにご指導、ご協力をお願いをいたしたいと

思います。 

しばらく休憩をいたします。 

    午後 ２時５０分 休憩 

    午後 ３時００分 再開 

○議長（鴛海政幸君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 
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 休憩中に、副議長北崎安行君から副議長の辞職願

が提出されております。 

 おはかりいたします。 

 副議長辞職の件を日程に追加し、追加日程第３と

して直ちに議題といたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鴛海政幸君） ご異議なしと認めます。 

 よって、副議長辞職の件を日程に追加し、追加日

程第３として直ちに議題とすることに決しました。 

○議長（鴛海政幸君） 追加日程第３、副議長辞職

の件を議題といたします。 

 地方自治法第１１７条の除斥の規定により、北崎

安行君の退席を求めます。 

 （副議長北崎安行君退席） 

○議長（鴛海政幸君） 事務局長から副議長辞職願

を朗読させます。 

○議会事務局長（増田正義君） 辞職願 

 この度、一身上の都合により副議長を辞職したい

ので、許可されるよう願い出ます。 

 平成２１年３月１０日 

 豊後高田市議会議長 鴛海政幸様 

 豊後高田市議会副議長 北崎安行 

以上でございます。 

○議長（鴛海政幸君） おはかりいたします。 

 北崎安行君の副議長辞職を許可することにご異議

ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鴛海政幸君） ご異議なしと認めます。 

 よって、北崎安行君の副議長辞職を許可すること

に決しました。 

 北崎安行君の入場を許します。 

 （１５番北崎安行君入場） 

○議長（鴛海政幸君） 前副議長北崎安行君から発

言を求められておりますので、発言を許します。 

〇１５番（北崎安行君） 一言ご挨拶を申し上げま

す。 

 議長の女房役として、１年間、議員各位のご協力

により、大過なく過ごさせていただきましたことを

衷心より厚くお礼申し上げ、お礼のことばに代えさ

せていただきます。一年間大変どうもありがとうご

ざいました。 

 （拍手） 

○議長（鴛海政幸君） ただいま副議長が欠員とな

りました。 

 おはかりいたします。 

 副議長の選挙を日程に追加し、追加日程第４とし

て選挙を行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鴛海政幸君） ご異議なしと認めます。 

 よって、副議長の選挙を日程に追加し、追加日程

第４として選挙を行うことに決しました。 

○議長（鴛海政幸君） これより副議長の選挙を行

います。 

 選挙の方法は、投票により行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

 （議場閉鎖） 

○議長（鴛海政幸君） ただ今の出席議員は、２２

名であります。 

 投票用紙を配付いたします。 

 （投票用紙配付） 

○議長（鴛海政幸君） 投票用紙の配付漏れはあり

ませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鴛海政幸君） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

 （投票箱点検） 

○議長（鴛海政幸君） 異状なしと認めます。 

 ただ今から投票を行います。 

 念のため申し上げます。 

 投票は、単記無記名であります。 

 投票用紙に被選挙人の氏名を記載のうえ、点呼に

応じて順次投票願います。 

 なお、白票は無効といたします。 

 点呼を命じます。 

○書記（近藤浩二君） それでは議席番号とお名前

を申し上げますので、順次投票願います。 

 １番近藤紀男議員、２番成重博文議員、３番安達 

隆議員、４番尾上真一議員、５番山田秀夫議員、６

番松本博彰議員、７番中山田健晴議員、８番河野徳

久議員、９番明石光子議員、１０番土谷 力議員、

１１番村上和人議員、１３番後藤龍太郎議員、１４

番安東正洋議員、１５番北崎安行議員、１６番川原

直記議員、１７番河野正春議員、１８番山本博文議

員、１９番菅 健雄議員、２０番堂園慶吾議員、２

１番徳永 浄議員、２２番大石忠昭議員、１２番鴛

海政幸議員。 

○議長（鴛海政幸君） 投票漏れはありませんか。  

 （「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（鴛海政幸君） 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

 （議場開鎖） 

○議長（鴛海政幸君） 開票を行います。 

 会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に

１７番河野正春君及び１８番山本博文君を指名いた

します。 

 よって、両君の立会いを願います。 

 （開票） 

○議長（鴛海政幸君） 選挙の結果を報告いたしま

す。 

 投票総数  ２２票 

 これは、先程の出席議員に符合いたしております。 

 そのうち 

 有効投票  ２２票 

 無効投票   ０票 

であります。 

 有効投票の内 

 川原直記君  ２１票 

 大石忠昭君   １票 

 以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は６票であります。 

 よって、川原直記君が副議長に当選されました。 

 ただ今、副議長に当選されました川原直記君が議

場におられますので、本席から会議規則第３３条第

２項の規定により、当選した旨、告知いたします。 

 川原直記君に副議長当選承諾及び挨拶を願います。 

〇１６番（川原直記君） ただ今皆様方の大変なご

推挙いただきました川原でございます。先程選挙さ

れました議長の補佐役として、皆様方と和をもって

市民生活の向上に向かってまいりたいと思いますの

で、ぜひ皆様方のご協力、ご鞭撻をよろしくお願い

いたしたいと思います。 

簡単ではございますが、受諾のご挨拶とお礼に代

えさせていただきます。ありがとうございました。   

（拍手） 

○議長（鴛海政幸君） 以上で本日の日程は全部終

了いたしました。 

 次の本会議は、明日午前１０時に再開し、一般質

問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

     午後 ３時１６分 散会 
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